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メモリスイッチの詳細

メモリスイッチ
メモリスイッチでは、操作パネル上のスイッチを使って、プリンターのさまざまな設定を変更することが
できます。ここではメモリスイッチについての詳細を説明します。メモリスイッチ設定モードの入り方、
メモリスイッチの設定変更のしかたについて説明します。
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メモリスイッチ設定モード

メモリスイッチ設定モードの入り方
メモリスイッチ設定モードは、操作パネル上のスイッチを使い、以下の手順で入ります。

① 操作パネルの印刷可ランプ（緑）、アラームランプ（赤）、データランプ（橙）が消灯していることを確
認します。

②［メモリスイッチ］を2秒以上押し続けます。メモリースイッチ設定モードに入ります。
③ メモリースイッチランプ（橙）、ハガキランプ（緑）が1秒周期で点滅していることを確認します。

1
シフト�

ストップ�

印刷可�

アラーム�

3
縮小�

印刷方向�

4
排出�

テスト�

メモリスイッチ�

印刷可�

リセット�

2
ﾎｯﾊﾟ/手差し�

ランド�

データ�

A3

A4

B4

B5

帳票�

A5

LT

ﾊｶﾞｷ�

手差し/�
増設ﾎｯﾊﾟ�

［メモリースイッチ］を2秒以上押し続けます。

メモリースイッチ設定の手順
次にメモリースイッチ設定モードに入り、設定変更したいメモリスイッチ番号の選択方法を説明します。
本プリンターは表示用パネルを持っていないため、設定の過程は操作パネルのランプの点滅/点灯/消灯で確
認します。

メモリスイッチ番号の表示

メモリスイッチ設定モードに入った状態で、メモリスイッチを1回押す毎にメモリスイッチ番号が「MSW1
→MSW2→MSW3～MSW13→MSW14→MSW15」と移行し、メモリスイッチ設定番号に応じ、操作パネ
ルのランプの表示が変わります。

1
シフト�

ストップ�

印刷可�

アラーム�

3
縮小�

印刷方向�

4
排出�

テスト�

メモリスイッチ�

印刷可�

リセット�

2
ﾎｯﾊﾟ/手差し�

ランド�

データ�

A3

A4

B4

B5

帳票�

A5

LT

ﾊｶﾞｷ�

手差し/�
増設ﾎｯﾊﾟ�

MSW1

1
シフト�

ストップ�

印刷可�

アラーム�

3
縮小�

印刷方向�

4
排出�

テスト�

メモリスイッチ�

印刷可�

リセット�

2
ﾎｯﾊﾟ/手差し�

ランド�

データ�

A3

A4

B4

B5

帳票�

A5

LT

ﾊｶﾞｷ�

手差し/�
増設ﾎｯﾊﾟ�

MSW2

1
シフト�

ストップ�

印刷可�

アラーム�

3
縮小�

印刷方向�

4
排出�

テスト�

メモリスイッチ�

印刷可�

リセット�

2
ﾎｯﾊﾟ/手差し�

ランド�

データ�

A3

A4

B4

B5

帳票�

A5

LT

ﾊｶﾞｷ�

手差し/�
増設ﾎｯﾊﾟ�

MSW3

1
シフト�

ストップ�

印刷可�

アラーム�

3
縮小�

印刷方向�

4
排出�

テスト�

メモリスイッチ�

印刷可�

リセット�

2
ﾎｯﾊﾟ/手差し�

ランド�

データ�

A3

A4

B4

B5

帳票�

A5

LT

ﾊｶﾞｷ�

手差し/�
増設ﾎｯﾊﾟ�

MSW4

1
シフト�

ストップ�

印刷可�

アラーム�

3
縮小�

印刷方向�

4
排出�

テスト�

メモリスイッチ�

印刷可�

リセット�

2
ﾎｯﾊﾟ/手差し�

ランド�

データ�

A3

A4

B4

B5

帳票�

A5

LT

ﾊｶﾞｷ�

手差し/�
増設ﾎｯﾊﾟ�

MSW5
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メモリスイッチ設定の変更方法

設定変更を行うメモリスイッチ番号の表示の状態で、操作パネル上の設定変更する番号スイッチを押すこ
とによって設定の変更が行えます。
ここでは、例として印刷濃度を「濃い」の状態に設定変更する方法を説明します。

① メモリスイッチ設定モードに入り、MSW7を表示します。
② 印刷濃度を「濃い」設定にあたる［2］スイッチ、［4］スイッチを押し、押した
スイッチの横のランプが点灯することを確認します。

③［印刷可］スイッチを押してメモリスイッチ設定モードを抜けます。

1
シフト�

ストップ�

印刷可�

アラーム�

3
縮小�

印刷方向�

4
排出�

テスト�

メモリスイッチ�

印刷可�

リセット�

2
ﾎｯﾊﾟ/手差し�

ランド�

データ�

A3

A4

B4

B5

帳票�

A5

LT

ﾊｶﾞｷ�

手差し/�
増設ﾎｯﾊﾟ�

MSW6

1
シフト�

ストップ�

印刷可�

アラーム�

3
縮小�

印刷方向�

4
排出�

テスト�

メモリスイッチ�

印刷可�

リセット�

2
ﾎｯﾊﾟ/手差し�

ランド�

データ�

A3

A4

B4

B5

帳票�

A5

LT

ﾊｶﾞｷ�

手差し/�
増設ﾎｯﾊﾟ�

MSW7

1
シフト�

ストップ�

印刷可�

アラーム�

3
縮小�

印刷方向�

4
排出�

テスト�

メモリスイッチ�

印刷可�

リセット�

2
ﾎｯﾊﾟ/手差し�

ランド�

データ�

A3

A4

B4

B5

帳票�

A5

LT

ﾊｶﾞｷ�

手差し/�
増設ﾎｯﾊﾟ�

MSW8

1
シフト�

ストップ�

印刷可�

アラーム�

3
縮小�

印刷方向�

4
排出�

テスト�

メモリスイッチ�

印刷可�

リセット�

2
ﾎｯﾊﾟ/手差し�

ランド�

データ�

A3

A4

B4

B5

帳票�

A5

LT

ﾊｶﾞｷ�

手差し/�
増設ﾎｯﾊﾟ�

MSW9

1
シフト�

ストップ�

印刷可�

アラーム�

3
縮小�

印刷方向�

4
排出�

テスト�

メモリスイッチ�

印刷可�

リセット�

2
ﾎｯﾊﾟ/手差し�

ランド�

データ�

A3

A4

B4

B5

帳票�

A5

LT

ﾊｶﾞｷ�

手差し/�
増設ﾎｯﾊﾟ�

MSW10

1
シフト�

ストップ�

印刷可�

アラーム�

3
縮小�

印刷方向�

4
排出�

テスト�

メモリスイッチ�

印刷可�

リセット�

2
ﾎｯﾊﾟ/手差し�

ランド�

データ�

A3

A4

B4

B5

帳票�

A5

LT

ﾊｶﾞｷ�

手差し/�
増設ﾎｯﾊﾟ�

MSW11

1
シフト�

ストップ�

印刷可�

アラーム�

3
縮小�

印刷方向�

4
排出�

テスト�

メモリスイッチ�

印刷可�

リセット�

2
ﾎｯﾊﾟ/手差し�

ランド�

データ�

A3

A4

B4

B5

帳票�

A5

LT

ﾊｶﾞｷ�

手差し/�
増設ﾎｯﾊﾟ�

MSW12

1
シフト�

ストップ�

印刷可�

アラーム�

3
縮小�

印刷方向�

4
排出�

テスト�

メモリスイッチ�

印刷可�

リセット�

2
ﾎｯﾊﾟ/手差し�

ランド�

データ�

A3

A4

B4

B5

帳票�

A5

LT

ﾊｶﾞｷ�

手差し/�
増設ﾎｯﾊﾟ�

MSW13

1
シフト�

ストップ�

印刷可�

アラーム�

3
縮小�

印刷方向�

4
排出�

テスト�

メモリスイッチ�

印刷可�

リセット�

2
ﾎｯﾊﾟ/手差し�

ランド�

データ�

A3

A4

B4

B5

帳票�

A5

LT

ﾊｶﾞｷ�

手差し/�
増設ﾎｯﾊﾟ�

MSW14

1
シフト�

ストップ�

印刷可�

アラーム�

3
縮小�

印刷方向�

4
排出�

テスト�

メモリスイッチ�

印刷可�

リセット�

2
ﾎｯﾊﾟ/手差し�

ランド�

データ�

A3

A4

B4

B5

帳票�

A5

LT

ﾊｶﾞｷ�

手差し/�
増設ﾎｯﾊﾟ�

MSW15

1
シフト�

ストップ�

印刷可�

アラーム�

3
縮小�

印刷方向�

4
排出�

テスト�

メモリスイッチ�

印刷可�

リセット�

2
ﾎｯﾊﾟ/手差し�

ランド�

データ�

A3

A4

B4

B5

帳票�

A5

LT

ﾊｶﾞｷ�

手差し/�
増設ﾎｯﾊﾟ�

メモリスイッチ設定モードの終了
メモリスイッチ設定モードの終了の方法には次の2通りがあります。

①［印刷可］スイッチを押す。
② MSW15を越すまで［メモリスイッチ］を押し続ける。
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0 1

NPDL ESC/P

明朝 ゴシック

78桁 80桁

LM初期設定 136桁モード固定

左端合わせ 中央合わせ

左 右

2つのスイッチの組み合わせにより、4通りに
設定出来ます。（6ページ参照）
すべて0（0インチ）
1978 1983

有効 無効

なし あり

する しない

DMA 割り込み

する しない

CRのみ CR＋その他

CR CR＋LF

ステータス印刷 16進ダンプ

前緑 後緑

無効 有効

初期化しない 初期化する

2つのスイッチの1/0の組みあわせで、
BUSY－ACKのタイミングを切り替えます。
　タイミングA

2つのスイッチの1/0の組みあわせで、
ACKの幅を切り替えます。　　　　　　　　
　1μs

無効 有効

3つのスイッチの1／0の組み合わせにより、
印刷濃度を8段階に設定します。
普通

ESC/Pモードで
の機能

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

番号

1-1

1-2

1-3

1-4*2

2-1

2-2

2-3

2-4

3-1*1

3-2*5

3-3

3-4

4-1*4

4-2

4-3

4-4

5-1

5-2*5

5-3

5-4

6-1*5

6-2*5

6-3*5

6-4*5

7-1

7-2

7-3

7-4

機　能

パラレルインターフェースの動作モード

2バイト系フォント選択

A4ポートレート桁数

136桁モード/LM初期設定

用紙位置の切り替え

印字位置微調整方向

印刷位置微調整

新JISの切り替え

節電モードの設定

自動排出の設定

FFコードの白紙出力

受信方式

ESC c1 の登録データの初期化

印刷命令の切り替え

CRの機能

テスト印刷の種別

ストローブラッチモード

リレー給紙

設定初期化の実行

ビジィアクノリッジ（BUSY-ACK）のタイミング

アクノリッジ（ACK）の幅

トナー節約機能

印刷濃度

メモリスイッチの内容

メモリスイッチは1か0を選択することによって、他のメニューと同じように様々な機能を設定することが
できます。メモリスイッチは1-1から15-4まであります（未使用のスイッチもあります）。斜体は工場出荷
時の設定を示しています。
メモリスイッチの設定値はステータス印刷で確認ができます。

メモリスイッチ設定一覧
メモリスイッチ設定一覧
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機　能

印刷種別

AES動作自動切り替え

AES動作自動切り替えタイムアウト

セントロ双方向通信モード設定

（未使用）

節電モード開始の時間

ドラムカートリッジ寿命クリア

オプションインターフェース動作エミュレーション

オプションインターフェースのAES動作自動切り
替え

オプションインターフェースの双方向通信モード
設定

標準ホッパー/手差しトレーのトップマージン設定

標準ホッパー/手差しトレーのレフトマージン設定

増設ホッパーのトップマージン設定

増設ホッパーのレフトマージン設定

メモリスイッチ設定一覧（続き）

*1 ESC/Pエミュレーションで使用する場合には常にJIS1983になります。
*2 ESC/Pエミュレーションで使用する場合には常に136桁モードになります。
*3 ご使用のアプリケーションによっては、データ送信が一定時間以上停止すると正常に印刷できない場合があります。その場合は
「なし」に設定してください。

*4 Windowsで使用する場合には「DNA」（0）に、PTOSで使用する場合には「割り込み」（1）にする必要があります。設定を変更した場
合は、プリンターの電源の再投入を行ってください。

*5 PC-PTOSで有効となるメモリスイッチ設定

0 1

2つのスイッチの1／0の組み合わせにより、
使用する用紙の種類を設定します。
普通紙

有効 無効
30秒 5秒

2つのスイッチの1／0の組み合わせにより、
セントロインターフェースの通信モードの設
定をします。　ニブル

3つのスイッチの1／0の組み合わせにより、
節電モードの開始時間を6段階から設定しま
す。　10分後

クリアしない クリアする

NPDL ESC/P

無効 有効

2つのスイッチの1／0の組み合わせにより、
オプションインターフェースの通信モードの
設定をします。　ニブル

4つのスイッチの1／0の組み合わせにより、
±2.8mm（0.4mm単位）の範囲で設定します
0mm

4つのスイッチの1／0の組み合わせにより、
±2.8mm（0.4mm単位）の範囲で設定します
0mm

4つのスイッチの1／0の組み合わせにより、
±2.8mm（0.4mm単位）の範囲で設定します
0mm

4つのスイッチの1／0の組み合わせにより、
±2.8mm（0.4mm単位）の範囲で設定します
0mm

ESC/Pモードで
の機能

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

番号

8-1

8-2

8-3

8-4

9-1

9-2

9-3　

～9-4

10-1

10-2

10-3

10-4

11-1

11-2

11-3

11-4

12-1

12-2

12-3

12-4

13-1

13-2

13-3

13-4

14-1

14-2

14-3

14-4

15-1

15-2

15-3

15-4
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メモリスイッチの詳細

1-1 パラレルインターフェース動作エミュレーション
電源投入、および操作パネルのボタンを使ってリセットした後のパラレルインターフェー
スでの動作モードを指定します。
ESC/Pエミュレーションを指定した時は、MSW4-1はDMA方式に指定してください。

1-2 2バイト系フォントの選択
2バイト系フォントを明朝を使うか、ゴシックを使うかを選択します。

1-3 A4ポートレート桁数
用紙がA4サイズ、ポートレート方向で使われるときの1行あたりの文字数をパイカ文字で
78桁にするか80桁にするかを設定します。

1-4 136桁モード/LM初期設定
136桁モードを有効にするか無効にするかを切り替えます。201PLエミュレーション時に
有効です。

2-1 用紙位置を切り替える
136桁モードで用紙位置を中央合わせにするか、左端合わせにするかを切り替えます。
136桁モード時に有効です。201PLモード時に有効です。

2-2 印刷位置微調整方向
136桁モードで用紙位置調整を右方向にするか、左方向にするかを切り替えます。136桁
モード時に有効です。201PLエミュレーション時に有効です。

2-3～2-4 印刷位置微調整
用紙位置がずれた場合、用紙位置を調整します。136桁モード時に有効です。201PLエ
ミュレーション時に有効です。
用紙位置調整量は2つのメモリースイッチの組み合わせにより4通りに設定出来ます。
組み合わせについては次の表をご覧ください。

表中の太文字は工場設定を表します。

3-1 新JIS切り替え
新JISの文字セットをJIS1978にするか、JIS1983にするかを切り替えます。

3-2 節電モードの設定
節電機能を使用するか、しないかを切り替えます。

3-3 自動排出の設定
タイムアウト検出による自動排出をするか、しないかを切り替えます。
タイムアウト検出時間は30秒です。

量整調微置位刷印 3-2 4-2

0 チンイ 0（ FFO ） 0（ FFO ）

01/2 チンイ 1（ NO ） 0（ FFO ）

01/4 チンイ 0（ FFO ） 1（ NO ）

01/6 チンイ 1（ NO ） 1（ NO ）
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3-4 FFコードでの白紙出力
FFコードのみで白紙出力をするか、しないかを切り替えます。

4-1 受信方式
受信方式をDMA方式にするか、割り込み式にするかを切り替えます。
割り込み式にする場合は、MSW1-1、MSW11-1ともにNPDLエミュレーション指定にし
てください。

4-2 ESC c1の仕様
制御コードESC c1での登録データの初期化をするか、しないかを切り替えます。初期化を
しないときは、ESC c8と同じ機能になります。

4-3 印刷指令の切り替え
印刷指令をCRのみ有効にするか、CR、LF、VT、FF、US、ESC a、ESC bを有効にする
かを切り替えます。

4-4 CRの機能
指令コードCRを受信したとき、復帰のみか、復帰改行かを切り替えます。

5-1 テスト印刷の種別
テスト印刷をステータス印刷でするか、16進ダンプ印刷でするかを切り替えます。

5-2 ストローブデータラッチモード
ストローブデータ信号のラッチタイミングを前縁にするか後縁にするかを切り替えます。
前縁にした場合は、高速データを受信することができます。ただし、接続するコンピュー
ターによってはうまく受信できない場合があります。その場合には、後縁ラッチに切り替
えて使用してください。

5-3 リレー給紙
増設ホッパーを取り付けた場合、増設ホッパーと標準ホッパー間のリレー給紙を有効にし
ます。
リレー給紙を有効に設定する場合は、MSW8-1、MSW8-2ともに「0」にしてください。

5-4 設定初期化の実行
メモリースイッチで設定した機能を初期化をするか、しないかを選択します。
このビットをONにしてメモリースイッチ設定モードを終了（3ページ参照）した場合、すべ
てのメモリースイッチを初期化します。　ここでの設定は記憶されません。

6-1～6-2 ACKのタイミング制御
2つのメモリースイッチの組み合わせにより、BUSY-ACKのタイミングを切り替えます。

KCA グンミイタの 1-6 2-6

グンミイタ A 0（ FFO ） 0（ FFO ）

グンミイタ B 1（ NO ） 1（ NO ）

グンミイタ C 0（ FFO ） 1（ NO ）

グンミイタ A 1（ NO ） 1（ NO ）

タイミングA
BUSY

ACK

タイミングB
BUSY

ACK

タイミングC
BUSY

ACK

表中の太文字は工場設定を表します。
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6-3～6-4 ACKの幅
2つのメモリースイッチの組み合わせにより、ACKの幅を設定します。

表中の太文字は工場設定を表します。

7-1 トナー節約
トナー節約を有効にするか無効にするか切り替えます。

7-2～7-4 印刷濃度
3つのメモリースイッチの組み合わせにより、印刷濃度を5段階に設定します。

KCA 幅の 3-6 4-6

1µs 0（ FFO ） 0（ FFO ）

2µs 0（ FFO ） 1（ NO ）

4µs 1（ NO ） 0（ FFO ）

01 µs 1（ NO ） 1（ NO ）

表中の太文字は工場設定を表します。

8-1, 8-2 用紙種別
2つのメモリースイッチの組み合わせにより、標準ホッパー/手差しトレーで使用する用紙
の種類を設定します。

度濃刷印 2-7 3-7 4-7

0 0（ FFO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ）

2- ）い薄（ 1（ NO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ）

1- ↑ 0（ FFO ） 1（ NO ） 0（ FFO ）

0 ）通普（ 1（ NO ） 1（ NO ） 0（ FFO ）

1+ ↓ 0（ FFO ） 0（ FFO ） 1（ NO ）

2+ ）い濃（ 1（ NO ） 0（ FFO ） 1（ NO ）

0 0（ FFO ） 1（ NO ） 1（ NO ）

0 1（ NO ） 1（ NO ） 1（ NO ）

表中の太文字は工場設定を表します。

8-3 AES有効
パラレルインターフェースのAES動作自動切り替えの有効/無効を選択します。
AES有効時、判定に失敗するとMSW1-1の設定に従います。

8-4 AES判定時間
AES動作自動切り替えのタイムアウトまでの時間を設定します。

別種紙用 1-8 2-8

紙通普 0（ FFO ） 0（ FFO ）

紙厚 1（ NO ） 0（ FFO ）

PHO 0（ FFO ） 1（ NO ）

キガハ / 筒封 1（ NO ） 1（ NO ）
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9-1, 9-2 セントロ双方向通信モード設定
2つのメモリースイッチの組み合わせにより、セントロ双方向通信モードを選択します。
MSW9-1～2を変更した場合は、必ずプリンターの電源を再投入してください。
また、ESC/Pモード中にMSW4-1を割り込み式にしないでください。

信通向方双 1-9 2-9

ルブニ 0（ FFO ） 0（ FFO ）

PCE 1（ NO ） 0（ FFO ）

し無 0（ FFO ） 1（ NO ）

ルブニ 1（ NO ） 1（ NO ）

間時 1-01 2-01 3-01

01 分 0（ FFO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ）

5分 1（ NO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ）

03 分 0（ FFO ） 1（ NO ） 0（ FFO ）

06 分 1（ NO ） 1（ NO ） 0（ FFO ）

09 分 0（ FFO ） 0（ FFO ） 1（ NO ）

効無 1（ NO ） 0（ FFO ） 1（ NO ）

効無 0（ FFO ） 1（ NO ） 1（ NO ）

効無 1（ NO ） 1（ NO ） 1（ NO ）

表中の太文字は工場設定を表します。

10-1,10-3 節電機能
3つのメモリースイッチの組み合わせにより、節電モード開始までの時間を設定します。

表中の太文字は工場設定を表します。

10-4 ドラムカートリッジ寿命クリア
このビットをONにしてメモリースイッチ設定モードを終了（3ページ参照）した場合、ドラ
ムカートリッジ寿命検出用のカウンターをクリアします。

11-1 オプションインターフェース動作エミュレーション
電源投入、および操作パネルのボタンを使ってリセットした後のオプションインター
フェースでの動作モードを指定します。
ESC/Pエミュレーションを指定した時は、MSW4-1はDMA方式に指定してください。

11-2 オプションインターフェースでのAES判定
オプションインターフェースでのAES動作自動切り替えの有効/無効を切り替えます。
AES有効時、判定に失敗するとMSW1-1の設定に従います。
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11-3, 11-4 オプションインターフェースでの双方向通信モード設定
2つのメモリースイッチの組み合わせにより、オプションインターフェースでの双方向通信
モードを選択します。
MSW11-3～4を変更した場合は、必ずプリンターの電源を再投入してください。
また、ESC/Pモード中にMSW4-1を割り込み式にしないでください。

信通向方双 1-11 2-11

ルブニ 0（ FFO ） 0（ FFO ）

PCE 1（ NO ） 0（ FFO ）

し無 0（ FFO ） 1（ NO ）

ルブニ 1（ NO ） 1（ NO ）

ンジーマプット 1-21 2-21 3-21 4-21

mm0 0（ FFO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ）

mm4.0+ 1（ NO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ）

mm8.0+ 0（ FFO ） 1（ NO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ）

mm2.1+ 1（ NO ） 1（ NO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ）

mm6.1+ 0（ FFO ） 0（ FFO ） 1（ NO ） 0（ FFO ）

mm0.2+ 1（ NO ） 0（ FFO ） 1（ NO ） 0（ FFO ）

mm4.2+ 0（ FFO ） 1（ NO ） 1（ NO ） 0（ FFO ）

mm8.2+ 1（ NO ） 1（ NO ） 1（ NO ） 0（ FFO ）

mm0 0（ FFO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ） 1（ NO ）

mm4.0- 1（ NO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ） 1（ NO ）

mm8.0- 0（ FFO ） 1（ NO ） 0（ FFO ） 1（ NO ）

mm2.1- 1（ NO ） 1（ NO ） 0（ FFO ） 1（ NO ）

mm6.1- 0（ FFO ） 0（ FFO ） 1（ NO ） 1（ NO ）

mm0.2- 1（ NO ） 0（ FFO ） 1（ NO ） 1（ NO ）

mm4.2- 0（ FFO ） 1（ NO ） 1（ NO ） 1（ NO ）

mm8.2- 1（ NO ） 1（ NO ） 1（ NO ） 1（ NO ）

表中の太文字は工場設定を表します。

12-1～12-4 標準ホッパー/手差しトレーのトップマージン量
4つのメモリースイッチの組み合わせにより、標準ホッパー/手差しトレーのトップマージ
ンの量を設定します。

表中の太文字は工場設定を表します。
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ンジーマトフレ 1-31 2-31 3-31 4-31

mm0 0（ FFO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ）

mm4.0+ 1（ NO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ）

mm8.0+ 0（ FFO ） 1（ NO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ）

mm2.1+ 1（ NO ） 1（ NO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ）

mm6.1+ 0（ FFO ） 0（ FFO ） 1（ NO ） 0（ FFO ）

mm0.2+ 1（ NO ） 0（ FFO ） 1（ NO ） 0（ FFO ）

mm4.2+ 0（ FFO ） 1（ NO ） 1（ NO ） 0（ FFO ）

mm8.2+ 1（ NO ） 1（ NO ） 1（ NO ） 0（ FFO ）

mm0 0（ FFO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ） 1（ NO ）

mm4.0- 1（ NO ） 0（ FFO ） 0（ FFO ） 1（ NO ）

mm8.0- 0（ FFO ） 1（ NO ） 0（ FFO ） 1（ NO ）

mm2.1- 1（ NO ） 1（ NO ） 0（ FFO ） 1（ NO ）

mm6.1- 0（ FFO ） 0（ FFO ） 1（ NO ） 1（ NO ）

mm0.2- 1（ NO ） 0（ FFO ） 1（ NO ） 1（ NO ）

mm4.2- 0（ FFO ） 1（ NO ） 1（ NO ） 1（ NO ）

mm8.2- 1（ NO ） 1（ NO ） 1（ NO ） 1（ NO ）

13-1～13-4 標準ホッパー/手差しトレーのレフトマージン量
4つのメモリースイッチの組み合わせにより、標準ホッパー/手差しトレーのレフトマージ
ンの量を設定します。

表中の太文字は工場設定を表します。

14-1～14-4 増設ホッパー（オプション）のトップマージン量
4つのメモリースイッチの組み合わせにより、増設ホッパーのトップマージンの量を設定し
ます。
トップマージン量の設定方法はMSW12-1～4と同じです。

15-1～15-4 増設ホッパー（オプション）のレフトマージン量
4つのメモリースイッチの組み合わせにより、増設ホッパーのトップマージンの量を設定し
ます。
レフトマージン量の設定方法はMSW13-1～4と同じです。
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技術情報

使用できるコンピューターとプリンタケーブル
次ページの表をご覧になり、使用するコンピューターが、MultiWriter 1250を正常に動作できる機種かどうかを確認し
てください。
また、MultiWirter 1250にはプリンタケーブルが添付されていないため、別途お買い求めになる必要があります。ご使
用のコンピューターに合ったプリンタケーブルは、次ページの表で確認してください。
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パソコン本体とプリンターとの接続は、当社指定のケーブルをご使用ください。指定以外のケーブルを使用したり、市
販のプリンタバッファ、プリンター切り替え器、プリンター共有器などを使用すると、プリンターの機能の一部または
全部が正常に動作しない場合があります。

Macintoshコンピューターと接続する場合やネットワークに接続する場合はオプションの「マルチプロトコルLANボー
ド」と専用のネットワークケーブルが必要です。詳しくはユーザーズマニュアル［1/2］をご覧ください。

＊1 PC-H98-K5と同等、長さ1.5m。
＊2 PC-CA201と同等、長さ1.5m。
＊3 ハイレゾリューションモードでは、プリンタステータスウィンドウ機能、音声メッセージ機能は利用不可。
＊4 MS-DOS 5.0/V以上またはIBM DOS J5.0/V以上が動作するIBM PC/AT 100%互換機。

※1 一部のコンピュータによっては、CPUの性能によりPrintAgentの動作が不安定または動作しないものがあります。

※2 PrintAgentは、プリンタステータスウィンドウの表示に加えて、音声でメッセージを通知させることもできます。この機能を利用
できるのは、PCM録音・再生など「サウンド機能」を持ったコンピュータです。お手持ちのコンピューターが音声メッセージ機能を
使用できるかどうかは、コンピューターに添付のマニュアルをご覧ください。

チェック�

✔

ーターュピンコ ルブーケータンリプ

V/SOD 機応対 *1
XN-89CP ズーリシ

10U-AC-RP
10-ACRP-CP
*502AC-CP 5

napaJCENlleBdrakcaP 、 MBI 、芝東、通士富、 NOSPE 、
CED 社各他のそ、 10-ACRP-CP

0089-CP ズーリシ
プイタプットクスデ
プイターワタニミ

ETAM89 く除（ズーリシ fA･eA･sA･pA ）
ETAM89 ズーリシバーサ
WOLLEF89 く除（ズーリシ XB･AB ）
iTLUM89 く除（ズーリシ eC ）

eBnaCiTLUM89 ズーリシ
RATSEULAV ズーリシ

BEREC
ENIF89
89H-CP ズーリシ *4

*202AC-CP 2

*402AC-CP 5

LX･LX･AX89-CP 2 *LR･ 4 12-108RP-CP
）付添準標に体本ンコソパ（

の外以記上 41 クスデつ持をスーェフータンイルレラパンピ
プイタプット

*R102AC-CP 3

*302AC-CP 5

89 ズーリシバーサ 89H-VS ズーリシ *4
89-VS ズーリシ

*202AC-CP 2

*402AC-CP 5

ETON89 ズーリシ

eivaL ズーリシ
eliA ズーリシ

thgiLETON89
2dN･2eN･3eN･mN･dN･xN･pN･fN1289-CP

A/SN･A/LN1089-CP

*202AC-CP 2

*402AC-CP 5

の外以記上 02 つをスーェフータンイルレラパンピ ETON89
ズーリシ 91-N1089-CP

0089-CP ズーリシ
プイタプットプッラ sT1289-CP *202AC-CP 2

*402AC-CP 5

（ドーボスーェフタンイ設増タンリプ 49-1089-CP ） *202AC-CP 2

*402AC-CP 5

チェック�

✔
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印刷範囲� AY

B

C

X
D

FE

ABC...

印刷範囲� AY

B

C

X
D

FE

ABC...

印刷範囲

定形用紙

以下に示す印刷範囲は、定形用紙の理論印刷範囲を表しています。実際の印刷範囲と使用環境、プリンター設定により
多少異なる場合があります。添付ドライバを使用した場合、ドライバの機能により余白量はすべて5mmになります。

■　ポートレート

■　ランドスケープ
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Windows環境＊1、2／MS-DOS環境

■　ポートレート

ターデ 紙用
A

( 長紙用 )
B

( 白余上 )
C

( 白余下 )
Y

( 囲範刷印 )
D

( 幅紙用 )
E

( 白余左 )
F

( 白余右 )
X

( 囲範刷印 )

mm mm mm トッド 行*3 mm mm mm トッド 字文 *4 字文 *5

3A 4A 792 93.91 89.4 4683 69 012 77.41 88.3 2172 311 57

4B

)3/2(4A 792 28.03 08.03 6333 38 012 48.62 03.22 0822 59 36

)5/4(4A 792 55.9 89.4 6333 38 012 57.01 12.6 0822 59 36

5B 752 05.01 21.11 6333 38 281 66.21 84.8 0822 59 36

4A

4A 792 00.5 89.4 2172 76 012 00.8 88.3 2781 87 25

)08(4A 792 00.5 89.4 2172 76 012 04.3 04.3 0291 08 35

5B 752 06.8 22.9 2172 76 281 45.01 63.6 2781 87 25

)08(5B 752 06.8 22.9 2172 76 281 58.8 28.3 0291 08 35

4A ×2 4A 792 39.12 89.4 8283 - 012 77.41 88.3 2172 - -

4A ×2
)08( 4A 792 39.12 89.4 8283 - 012 77.41 88.3 2172 - -

5B
4A 792 32.9 41.6 8232 85 012 21.01 63.5 8061 76 44

5B 752 00.5 26.5 8232 85 281 00.8 28.3 8061 76 44

5B ×2 5B 752 93.91 26.5 8823 - 281 39.31 28.3 8232 - -

5A 5A 012 00.5 43.4 6981 74 841 00.8 11.4 4821 35 53

票帳 4A 792 28.03 88.53 4623 18 012 58.91 88.3 0462 011 37

キガハ キガハ 841 00.5 03.3 0231 33 001 00.8 46.5 618 43 22

ータレ ータレ 082 00.5 00.5 4452 36 612 00.8 08.4 0291 08 35

復往
キガハ

復往
キガハ 841 00.5 00.5 3031 23 002 00.5 00.5 6971 47 94

筒封 筒封 532 00.5 00.5 6212 35 501 00.5 00.5 898 73 42
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■　ランドスケープ

ターデ 紙用
A

( 長紙用 )
B

( 白余上 )
C

( 白余下 )
Y

( 囲範刷印 )
D

( 幅紙用 )
E

( 白余左 )
F

( 白余右 )
X

( 囲範刷印 )

mm mm mm トッド 行*3 mm mm mm トッド 字文 *4 字文 *5

3A 4A 012 56.01 00.8 2172 76 792 93.91 89.4 4683 161 701

4B

)3/2(4A 012 47.62 93.22 0822 75 792 28.03 88.53 4623 631 09

)5/4(4A 012 57.8 12.8 0822 75 792 55.9 10.11 4623 631 09

5B 281 84.8 66.21 0822 75 752 40.31 66.31 4623 631 09

4A

4A 012 88.3 00.8 2781 64 792 00.5 89.4 2172 311 57

)08(4A 012 88.3 00.8 2781 64 792 00.5 89.4 2172 311 57

5B 281 63.6 45.01 2781 64 752 06.8 22.9 2172 311 57

)08(5B 281 63.6 45.01 2781 64 752 06.8 22.9 2172 311 57

4A ×2 4A 012 56.01 00.8 2172 - 792 55.81 73.8 8283 - -

4A ×2
)08( 4A 012 56.01 00.8 2172 - 792 61.51 89.4 4293 - -

5B
4A 012 84.7 00.8 8061 04 792 32.9 41.6 8232 79 46

5B 281 28.3 00.8 8061 04 752 00.5 26.5 8232 79 46

5B ×2 5B 281 57.9 00.8 8232 - 752 02.21 28.21 8823 - -

5A 5A 841 11.4 00.8 4821 23 012 00.5 43.4 6981 97 25

票帳 4A 012 37.51 00.8 0462 66 792 28.03 88.53 4623 631 09

キガハ キガハ 001 46.5 00.8 618 02 841 00.5 48.5 6921 45 63

ータレ ータレ 612 08.4 00.8 0291 84 082 00.5 67.5 4452 601 07

復往
キガハ

復往
キガハ 002 00.5 00.5 6971 12 841 00.5 00.5 3031 45 63

筒封 筒封 501 00.5 00.5 898 22 532 00.5 00.5 6212 88 95

*1 添付ドライバーの初期設定の余白量はすべて約5mmです。
*2 添付プリンタードライバーのプロパティ上で［従来互換の印刷範囲を使用する］にチェックした場合
*3 改行ピッチが6LPIの場合
*4 文字ピッチが10CPIの場合（7.2ポイントのフォント使用時）
*5 10.8ポイントのフォント使用時
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PC-PTOS環境（Ver.1.0以上）

■　ポートレート

ターデ 紙用
A

( 長紙用 )
B

( 白余上 )
C

( 白余下 )
Y

( 囲範刷印 )
D

( 幅紙用 )
E

( 白余左 )
F

( 白余右 )
X

( 囲範刷印 )

mm mm mm トッド 行*1 mm mm mm トッド 字文 *3 字文 *4

3A 4A 792 10.61 73.8 4683 69 012 77.41 88.3 2172 311 57

4B

)3/2(4A 792 28.03 68.13 0233 38 012 48.62 03.22 0822 59 36

)5/4(4A 792 45.7 73.8 0233 38 012 57.01 12.6 0822 59 36

5B 752 05.01 81.21 0233 38 281 66.21 84.8 0822 59 36

4A

4A 792 00.5 73.8 0862 76 012 00.8 88.3 2781 87 25

)08(4A 792 00.5 89.4 2172 76 012 04.3 04.3 0291 08 35

5B 752 06.8 79.11 0862 76 281 45.01 63.6 2781 87 25

)08(5B 752 06.8 22.9 2172 76 281 58.8 28.3 0291 08 35

4A ×2 4A 792 39.12 34.9 4673 - 012 74.61 88.3 8862 - -

4A ×2
)08( 4A 792 39.12 34.9 4673 - 012 74.61 88.3 8862 - -

5B
4A 792 32.9 01.7 0232 85 012 21.01 63.5 8061 76 44

5B 752 00.5 74.6 0232 85 281 00.8 28.3 8061 76 44

5B ×2 5B 752 93.91 86.6 2723 - 281 39.31 28.3 8232 - -

5A 5A 012 00.5 43.4 6981 74 841 00.8 11.4 4821 35 53

票帳 4A 792 28.03 88.53 4623 18 012 58.91 88.3 0462 011 37

キガハ キガハ 841 00.5 03.3 0231 33 001 00.8 01.3 048 53 32

ータレ ータレ 082 00.5 67.5 4452 36 612 00.8 08.4 0291 08 35

復往
キガハ

復往
キガハ 841 00.5 00.5 3031 23 002 00.5 00.5 6971 47 94

筒封 筒封 532 00.5 00.5 6212 35 501 00.5 00.5 898 73 42
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ターデ 紙用
A

( 長紙用 )
B

( 白余上 )
C

( 白余下 )
Y

( 囲範刷印 )
D

( 幅紙用 )
E

( 白余左 )
F

( 白余右 )
X

( 囲範刷印 )

mm mm mm トッド 行*1 mm mm mm トッド 字文 *2 字文 *3

3A 4A 012 72.7 93.11 2172 76 792 58.61 25.7 4683 161 701

4B

)3/2(4A 012 47.62 93.22 0822 75 792 28.03 08.03 6333 931 29

)5/4(4A 012 75.5 93.11 0822 75 792 10.7 25.7 6333 931 29

5B 281 84.8 66.21 0822 75 752 40.31 85.8 6333 931 29

4A

)08(4B 752 73.5 59.71 0481 64 463 00.5 85.71 8862 211 47

4A 012 88.3 93.11 0481 64 792 00.5 25.7 8862 211 47

)08(4A 012 88.3 93.11 0481 64 792 00.5 25.7 8862 211 47

5B 281 63.6 92.31 0481 64 752 06.8 43.11 8862 211 47

)08(5B 281 63.6 92.31 0481 64 752 06.8 43.11 8862 211 47

4A ×2 4A 012 94.9 93.11 0862 - 792 55.81 73.8 8283 - -

4A ×2
)08( 4A 012 72.7 93.11 2172 - 792 26.21 25.7 4293 - -

5B
4A 012 84.7 59.8 0061 04 792 32.9 41.6 8232 79 46

5B 281 28.3 58.8 0061 04 752 00.5 26.5 8232 79 46

5B ×2 5B 281 34.9 58.8 0232 - 752 02.21 28.21 8823 - -

5A 5A 841 11.4 00.8 4821 23 012 00.5 43.4 6981 97 25

票帳 4A 012 53.21 93.11 0462 66 792 28.03 08.03 6333 931 29

キガハ キガハ 001 46.5 64.5 048 12 841 00.5 03.3 0231 55 63

ータレ ータレ 612 08.4 00.8 0291 84 082 00.5 67.5 4452 601 07

復往
キガハ

復往
キガハ 002 00.5 00.5 6971 12 841 00.5 00.5 3031 45 63

筒封 筒封 501 00.5 00.5 898 22 532 00.5 00.5 6212 88 95

■　ランドスケープ

*1 改行ピッチが6LPIの場合

*2 文字ピッチが10CPIの場合（7.2ポイントのフォント使用時）
*3 10.8ポイントのフォント使用時
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補足説明

■ 余白量（印刷不可領域）は、使用する用紙の寸法差、プリンター個々の用紙走行の精度などの条件により前後する
場合があります。

■ 印刷範囲（印刷可能ドット数）は、すべて240DPI で規定されています。600DPIでの印刷可能ドット数は240DPI
のドット数を5/2倍にした値になります。

■ 行桁モードでは、1行目の位置は240DPI相当で印刷範
囲の上から40ドット目（約4.2mm）となります。し
たがって、40ドットより小さい文字を印刷した場合、
上端の余白は上記値よりも大きくなります。

◇ 1行目の第一印刷位置に文字を印刷したときは、全
点アドレス印刷モードで座標値として(0, 39)
(240DPI) を指定したのと同じ位置に印刷されま
す。

◇ 文字が小さい場合などでは見かけ上の余白が大きくなります。

■ 行桁モードでは、ページの下端付近での改行の結果、
次の印刷位置が上記印刷範囲をはみ出してしまう場合
には改ページされます。このため改行ピッチの設定に
よっては印刷範囲下端付近には印刷できない場合があ
り、その場合の下端余白は上記値よりも大きくなりま
す。

◇ 最終行が下にはみ出してしまうので、実際には改
ページ後に印刷されます。その結果、※の部分には印刷できなくなるので見かけ上の余白が大きくなります。

■ 印刷可能桁数、行数は、上記印刷範囲のドット数
を文字ピッチあるいは行ピッチで割ることによっ
て算出したものです。
計算に用いる値は右のとおりです。

◇ 値はすべて240DPI でのドット数です。文字
数、行数とも、計算はすべて240DPIで行い
ます。

◇ 2バイト系文字については、カッコ内に示し
た文字ピッチを使用している場合のドット数
を示しています。文字ピッチを変えることにより、印刷可能桁数も変わります。

◇ 1バイト系、2バイト系文字とも、文字間にスペースを挿入することが可能ですが、この場合も印刷可能桁数は
減少します。

ABCDEF

用紙下端�

印刷範囲下端�
改行� ※�

別　種 数トッド

数字文

1 系トイバ
カイパ 42 トッド
トーリエ 02 トッド
スンデンコ 41 トッド

2 系トイバ
7ポ 01/1( チンイ ) 42 トッド
5.01 ポ 02/3( チンイ ) 63 トッド

21 ポ 6/1( チンイ ) 04 トッド

数行
6/1(IPL6 チンイ ) 04 トッド
8/1(IPL8 チンイ ) 03 トッド

ABC...

用紙上端�

印刷範囲上端�

40ドット�
1行目の位置�
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定形外用紙

定形外用紙とは、本プリンターでサポートしている定形用紙（A4、A5、B5、レター、はがき、往復はがき、封筒）以
外の大きさの用紙のことです。A4～はがきサイズまでの用紙に対応しています。定形外用紙サイズの用紙に印刷する
には、まず、プリンタドライバまたはアプリケーションから定形外用紙サイズを設定する必要があります。

定形外用紙をセットするときの注意

アプリケーションソフトウエアで任意の用紙サイズを指定できても定形外用紙への印刷が行えないことがあります。
また、対応可能な用紙の厚み（連量）は、定型紙に比べて扱える範囲が狭くなる場合があります。定形外用紙を使用
する場合は、事前に十分な試し印刷をして印刷動作を確認することを強くお勧めいたします。

●　形状が長方形以外の不規則な形状の用紙、裁断角度が直角でない用紙は使用しないでください。
●　紙質、繊維目方向、プレ印刷、ホールパンチ、ミシン目等により正常に印刷されない場合があります。
●　種類、繊維目方向によっては印刷後大きくカールするものがあります。
●　スタックが完全になされない場合があります。この場合はその都度用紙を取り除いて下さい。

プリンターの設定について
定形外用紙に印刷する場合、標準ホッパーまたは手差しトレーを使用してください。プリンターは定形用紙を想定し、
印刷位置、印刷範囲の制御を行います。操作パネルのホッパ/手差しスイッチによって印刷させる定形外用紙の用紙サ
イズに近似した用紙サイズを設定する必要があります。
印刷範囲が定型外用紙内に収まっていないで印刷を行うと装置内を汚すなど、思わぬ障害の原因となる場合がありま
す。印刷前に十分確認してください。

余白について
印刷結果が実際に使用する用紙をはみ出すことのないように注意してください。はみ出した印刷を続けると、思わぬト
ラブルの原因となります。
また、印刷品質を保つため、実際に使用する用紙に対して上下左右とも5mm以上の余白ができるように、印刷位置と
印刷範囲を設定してください。

チェック�

✔
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印刷位置について
次に様々なケースでの印刷位置、印刷範囲の考え方を説明します。これらの説明は主に行桁モードによる制御を前提に
していますが、それ以外の方法でも同様の考え方による制御を行ってください。

■　ポートレートの桁方向（プリンターに設定した用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンターの設定をA4にしているときに、
幅が150mmの用紙に印刷する場合、プリンターは
A4の用紙に対して正しく印刷されるように、印刷位
置や範囲を制御します。その結果、左右の端の部分
の印刷が用紙からはみ出してしまいます。

このような場合には、各行の先頭に適当な量のス
ペースを取ることにより、用紙上の正しい位置に印
刷するようにしてください。
必要なスペース量は次のように算出してください。

必要なスペース＝

A: プリンターに設定されている用紙の幅
B: 実際に使用する用紙の幅

■　ポートレートの桁方向（実際に使用する用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンターの設定をA4にしているときに幅
が300mmの用紙に印刷する場合、プリンターはA4
の用紙に対して正しく印刷されるように、印刷位置
や範囲を制御します。その結果、用紙の左右には印
刷できない部分が発生します。

このような使用方法には問題はありません。ただし、
用紙の左右の部分にも印刷したい場合には、プリン
ターに設定する用紙サイズをB4など、もっと大きい
ものに変更してください。

■　ポートレートの行方向（プリンターに設定した用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンターの設定をA4にしているときに長
さが250mmの用紙に印刷する場合、プリンターは
A4の用紙の長さを超えるような改行命令については
自動的に改ページをしますが、使用する用紙が短い
ために下端付近のデータは用紙をはみ出してしまい
ます。

このような場合には、1ページ当たりに印刷可能な行
数を制限し、はみ出すことのないようにしてくださ
い。

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩ�

150mm

210mm�
（A4）�

実際に使用する�
用紙サイズ�

プリンターに設定�
した用紙サイズ�

210mm�
（A4）�

プリンターに設定�
した用紙サイズ�

300mm

実際に使用する�
用紙サイズ�

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩ�

実際に使用する�
用紙サイズ�

プリンターに設定�
した用紙サイズ�

250mm
297mm�
（A4）�

ＡＢＣＤ�

ＥＦＧＨ�

ＩＪＫＬ�

ＭＮＯＰ�

ＱＲＳＴ�

ＵＶＷＸ�

ＹＺ�

ＡＢＣＤ�

ＥＦＧＨ�

�

A－B
2
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■　ポートレートの行方向（実際に使用する用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンターの設定をA4にしているとき
に、長さが400mmの用紙に印刷する場合、プリ
ンターはA4の用紙を超えるようなデータは印刷
しません。その結果、用紙の下端には印刷できな
い部分が発生します。

このような使用方法には問題はありません。ただ
し、用紙の下端部分にも印刷したい場合は、プリ
ンターに設定する用紙サイズをB4など、もっと
大きいものに変更してください。

■　ランドスケープの桁方向（プリンターに設定した用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンターの設定をA4にしているときに、
長さが250mmの用紙に印刷する場合、プリンターは
A4の用紙に対して正しく印刷されるように、印刷位
置や範囲を制御します。その結果、左端（行の先頭）
の部分の印刷が用紙からはみ出してしまいます。

この場合には、各行の先頭に適当な量のスペースを
とることにより、用紙上の正しい位置に印刷するよ
うにしてください。
必要なスペース量は次のように算出してください。

必要なスペース＝A－B
A：プリンタに設定されている用紙の幅
B：実際に使用する用紙の幅

■　ランドスケープの桁方向（実際に使用する用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンターの設定をA4にしているとき
に、長さが400mmの用紙に印刷する場合、プリ
ンターはA4の用紙に対して正しく印刷されるよ
うに、印刷位置や範囲を制御します。その結果、
用紙の左端には印刷できない部分が発生します。

このような使用方法には問題はありません。ただ
し、用紙の左端の部分にも印刷したい場合は、プ
リンターに設定する用紙サイズをB4など、もっ
と大きいものに変更してください。

プリンターに設定�
した用紙サイズ�

実際に使用する�
用紙サイズ�

400mm

297mm�
（A4）�

ＡＢＣＤ�

ＥＦＧＨ�

ＩＪＫＬ�

ＭＮＯＰ�

ＱＲＳＴ�

ＵＶＷＸ�

ＹＺ�

ＡＢＣＤ�

ＥＦＧＨ�

�

プリンターに設定した�
用紙サイズ�

250mm

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬ�

297mm�
（A4）�

実際に使用する�
用紙サイズ�

用紙走行方向�

�

実際に使用する�
用紙サイズ�

400mm

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬ�

297mm�
（A4）�

プリンターに設定した�
用紙サイズ�

用紙走行方向�
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■　ランドスケープの行方向（プリンターに設定した用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンターの設定をA4にしているときに、
幅が150mmの用紙に印刷する場合、プリンターは
A4の用紙に対して正しく印刷されるように、印刷位
置や範囲を制御します。その結果、ページの上下の
部分の印刷が用紙からはみ出してしまいます。

この場合には各ページの先頭に適当な量の余白（改
行）をとることにより、用紙上の正しい位置に印刷
するようにしてください。
必要な余白の量は次のように算出してください。

必要なスペース=

C: プリンターに設定されている用紙の幅
D: 実際に使用する用紙の幅

また、1ページ当たりに印刷可能な行数を制限し、はみ出すことのないようにしてください。

■　ランドスケープの行方向（実際に使用する用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンターの設定をA4にしているときに、
幅が300mmの用紙に印刷する場合、プリンターは
A4の用紙に対して正しく印刷されるように、印刷位
置や範囲を制御します。その結果、用紙の上下には
印刷できない部分が発生します。

このような使用方法には問題はありません。ただし、
用紙上下の部分にも印刷したい場合には、プリン
ターに設定する用紙サイズをB4など、もっと大きい
ものに変更してください。

80桁モード

本プリンターの印刷可能桁数は78桁（A4用紙、パイカモード時）です。したがって80桁のシリアルプリンターで
バッファフル印刷を利用して改行を行うソフトウエアを本プリンターで使用した場合、印刷位置が異なることになりま
す。
このため、本プリンターではバッファフルまでの印刷桁数を印刷範囲に広げることで、80桁にすることができます
（A4ポートレートの場合のみ可能です）。設定はメモリスイッチで行います。（4ページ参照）

プリンターに設定した�
用紙サイズ�

150mm 210mm�
（A4）�

実際に使用する�
用紙サイズ�

ＡＢＣＤ�
ＥＦＧＨ�
ＩＪＫＬ�
ＭＮＯＰ�
ＱＲＳＴ�
ＵＶＷＸ�
ＹＺ�
�

用紙走行方向�

実際に使用する�
用紙サイズ�

300mm210mm�
（A4）�

プリンターに設定した�
用紙サイズ�

ＡＢＣＤ�
ＥＦＧＨ�
ＩＪＫＬ�
ＭＮＯＰ�
ＱＲＳＴ�
ＵＶＷＸ�
ＹＺ�
�

用紙走行方向�

C－D
2
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NPDLの初期状態

内部設定
次の条件で、プリンターの内部状態は初期状態になります。それぞれの条件下における初期状態については、次の表を
ご覧ください。

■ 電源をONにしたとき
■ 操作パネル上でリセットを実行したとき
→ 未印刷データをすべて消します。

■ ソフトウエアリセット（ESC c1）を実行したとき
→ 印刷フォーマット、ホッパ指定は初期状態になりません。未印刷データは印刷されます。

■ INPUT･PRIME信号を受信したとき
→ VFU印刷フォーマット、ホッパ指定、およびセレクト／ディセレクトは初期状態になりません。未印刷データ
は印刷されます。

■ パラメータリセット（ESC c8）を実行したとき
→ VFU、印刷フォーマット、ホッパ指定、セレクト／ディセレクト、動作モード、網かけ登録、1バイト文字登
録などの登録内容は初期状態になりません。未印刷データは印刷されます。

内部状態
イニシャライズ（初期化）の種類

電源ON 操作ﾊﾟﾈﾙﾘｾｯﾄ ESC c1 INPUT・PRIME ESC c8

現在位置 第1行第1桁
レフトマージン幅 メモリスイッチ設定に従う（工場設定0）

ライトマージン幅 　A4： 078（80桁モード時 080）　A5: 053
B5: 067　　　　レター: 080　　はがき: 034

水平タブセット クリア

VFU

FF長 A4: 67行　A5: 47行
B5: 58行　レター: 63行　はがき: 33行 変化せず

ボトム領域 なし 変化せず

VTセット
（CH2）

A4:第7､13､19､25､31､37､43､49､55､61､67行目
A5:第7､13､19､25､31､37、43行目
B5:第7､13､19､25､31､37､43､49､55行目
レター:第7､13､19､25､31､37､43､49､55､61行目
はがき:第7､13､19､25､31行目

変化せず

VTセット　　
(CH3～CH6) クリア 変化せず

改行方向 順方向改行

改行幅 1/6インチ

セレクト／ディセレクト状態 セレクト状態 変化せず

受信バッファ クリア クリアせず

ページバッファ クリア クリアせず

未印刷データ ― クリア 印刷実行

印刷方式 パイカモード

コード表のシフト状態 カタカナ状態（8ビットコード）

漢字書体 メモリスイッチ設定に従う（内蔵明朝／内蔵ゴシック）

漢字
文字サイズ 10.5ポイント

文字幅 3/20インチ

半角
縦書き 解除

組文字 解除

スクリプト文字 解除

倍率指定 縦横とも解除

修飾印刷 解除
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内部状態
イニシャライズ（初期化）の種類

電源ON 操作ﾊﾟﾈﾙﾘｾｯﾄ ESC c1 INPUT・PRIME ESC c8

アンダライン

指定 解除

線種 実線、一重線

線幅 2ドット

網かけ
指定 解除

登録 クリア（未登録状態） クリアせず

白黒反転 解除

固定ドットスペース 左右とも0ドット

縦方向文字位置オフセット 0ドット

1バイト文字登録
パターン ROMパターン

登録 クリア（未登録状態） クリアせず

2バイト文字登録 クリア（未登録状態） クリアせず

印刷フォーマット
印刷方向 ポートレート 変化せず

縮小モード 解除 変化せず

座標指定単位 1/240インチ

描画座標 （X，Y）= （0，0）

全点アドレス印刷モード 解除

フォーム
登録 クリア クリアせず

参照 解除 変化せず

図形印刷モード 解除

グラフ描画モード 絶対描画モード

プリンタ単位 1/240インチ

線分

線種 実線

線幅 1ドット幅

線長 P1P2の対角線距離の4%

線端タイプ 断ち切り型

接続タイプ マイタ接続

選択パターン 黒べた

登録パターン クリア クリアせず

ペン
座標 （X，Y）＝（0，0）

上下位置 アップ状態

塗り潰しモード 解除

塗り潰し
選択パターン パターン番号0

登録パターン クリア（未登録状態） クリアせず

スケーリング
ポイント

（X，Y） = （0，0）

各用紙サイズ、印刷フォーマットでの最大印刷位置

スケーリング 解除

ウィンドウ領域 各用紙サイズでの最大

座標系反転 解除

座標系回転 0度

論理描画 OR

パス構築モード 解除

パスデータ 廃棄

パラレル切り替え 準備 （パラレルReady） 以前の状態を継続
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インタフェース

インタフェース信号の機能

機　能

DATA 1～8を読み込むための同期信号であ
る。定常状態はHIGHであり、HIGHからLOWに
なったときBUSYがHIGHになり、次にLOWから
HIGHになるまでにDATA 1～8を読み込む。パ
ルス幅は最小1μsとする。

各信号は、データの1ビット目から8ビット目の情報を受信する入力信号である。
論理1はHIGHである。DATA 1が最下位桁（LSB）、DATA 8が最上位桁（MSB）である。
上図に示すDATA･STBの前後1μsの範囲でDATA 1～8は確定していること。

受信したデータをプリンタ内へ取り込み完了したことを示す信号で、DATA･STB受信に
対する応答である。ただし、電源ON時、インプットプライム処理終了時、および操作パネ
ルによるリセットの処理終了時には無条件に一度出力する。定常状態はHIGHであり、約
1μsLOWとなるパルスを出力する。

プリンタがデータ受信不可能（BUSY中）状態であることを知らせる信号である。LOWの
場合、データ入力が可能である。次の条件を満たすものが1つでもあればHIGHになる。
それ以外ではLOWである。
ⓦ SELECT信号がLOWのとき。
ⓦ FAULT信号がLOWのとき。
ⓦ INPUT･PRIME信号がLOWになったときから所定時間経過し、かつINPUT･PRIME
信号がHIGHになるまでの間。

ⓦ データを受信してから、プリンタ内へ取り込み完了するまでの間。
ⓦ 操作パネルによるリセットを行ってから、内部初期化処理が終了するまでの間。
［補足］
本プリンタは印刷処理用の1ページ分バッファのほかに、受信用のバッファを持ち、デー
タを受信するとまず受信バッファに書き込まれる。このため、データの処理が完了しない
うちに次のデータを受信することができ、プリンタの動作状態とBUSY信号の状態は同
期しない。また、受信用バッファが満杯になったときはBUSY信号はHIGHを保持し、印刷
動作実行などにより余裕が生じたらLOWとなって次の受信を行う。

用紙がなくなったときHIGHになる。
ⓦ 設定されたサイズの用紙がホッパに存在せず、縮小もできない場合
ⓦ 用紙がない場合
プリンタがセレクト中（HIGH）かディセレクト中（LOW）かを示す。セレクト中はデータの
受信が可能である。
［セレクトになる条件］
ⓦ 電源ONしたとき
ⓦ ディセレクト状態で印刷可スイッチが押されたとき。
ⓦ メモリスイッチ1-5がOFFで、ディセレクト状態でDC1コードを受信したとき。
［ディセレクトになる条件］
ⓦ セレクト状態で印刷可スイッチが押されたとき。
ⓦ メモリスイッチ1-5がOFFで、DC3コードを受信したとき。
ⓦ PE＝1のとき。
ⓦ FAULT＝0のとき。
将来の拡張用

信号用グランド

フレームグランド

略　称

DATA･
STB

DATA 1
DATA 2
DATA 3
DATA 4
DATA 5
DATA 6
DATA 7
DATA 8

ACK

BUSY

PE

SELECT

―

SG

FG

ピン番号

1

2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12

13

14～15

16

17

―

―

―

信号名

データストローブ

データ1
データ2
データ3
データ4
データ5
データ6
データ7
データ8

アクノリッジ

ビジィ

ペーパエンド

セレクト

―

シグナルグランド

フレームグランド

コンピュ
ータ

プリ
ンタ

DATA1～8

BUSY

1μs�
min

DATA・STB

1μs�
min

1μs�
min
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機　能

プリンタの電源がONになっていることを表す。
操作パネルのリセットスイッチでリセットを実行したとき最小で1.5sec間OFFとなる。

（信号グランドに接続されている。）

この信号がLOWになるとプリンタは初期状態になる。パルス幅は15μs以上必要。SE-
LECT信号がHIGH、LOWどちらであってもINPUT･PRIMEは有効。INPUT･PRIME信
号による初期状態は電源ON時とほぼ同じ状態となる。

次のいずれかの条件が発生したときLOWになる。本信号をLOWにするときは必ず
BUSYを先にまたは同時にHIGHにすること。
ⓦ SELECT＝0のとき。
ⓦ プリンタがエラーのとき。
信号用グランド

将来の拡張用

略　称

DCN

―

INPUT･
PRIME

FAULT

SG

―

ピン番号

18

19～30

31

32

33

34～36

―

―

信号名

デバイスコネクト

TWISTED PAIR GND

インプットプライム

フォルト

シグナルグランド

―

コンピュ
ータ

プリ
ンタ

タイムチャート
■ 電源ON時

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

電源スイッチ�

FAULT

HIGH

LOW

HIGHHIGH

電源ON時には、�
いつも出力される�

DCN

Min1.5s

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

FAULT

LOW

t1

t2 t3 t4

HIGH

HIGH

t1 :  MSW8-3,8-4,8-7,8-8による�
t2, t3, t4 :  1μs min

■ データ受信時
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■ INPUT･PRIME受信時

◇　選択されていないインタフェースにINPUT･PRIME信号を入
　　れた場合、INPUT･PRIME信号は無効となり、上記信号は反
　　応しない。

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

INPUT・PRIME

FAULT

HIGH

LOW

t1

t2 t3

t1 :  15μs max�
t2 :  15μs min�
t3 :  受信済みデータの処理時間 + 初期化に要する時間�

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

FAULT

DC3

LOW

DC1

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

印刷可スイッチ�

FAULT

（A）� （B）�

■ DC1、DC3によるセレクト、ディセレクトの切り替え

◇　DC1、DC3の処理は受信バッファから読み出された後に実
　　行される。
◇　DC3処理後はBUSY、ディセレクトの為、実際には通常の
　　送信方法ではDC1はプリンタに対し送信できない。

■ 操作パネルによるセレクト、ディセレクトの切り替え

(A)　セレクト状態で印刷可スイッチを押すとただちにディセレ
　　  クト状態になる。
(B)　ディセレクト状態で印刷可スイッチを押すとセレクト状態
　　  になる。

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

INPUT・PRIME

ストップスイッチ�

FAULT

（B）�

印刷可スイッチ�
（A）�

■ ストップスイッチによる一時停止
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■ 用紙なし発生時

(A) 印刷データ受信後、用紙なしを検出するとただちににディ
セレクト状態になる。

(B) 用紙をセットしても状態は変化しない。
(C) 印刷可スイッチを押すことによりセレクト状態となり、前

の続きの処理を再開する。

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

印刷可スイッチ�

FAULT

用紙有無�

（A）�（B）�（C）�

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

印刷可スイッチ�

FAULT

（A）�（B）�（C）�

■ プリンタ異常（用紙なし以外）発生時（例：用紙ジャム）

(A)　用紙ジャム発生状態。
(B)　用紙を取り除く。用紙が取り除かれるまで状態は続く。
(C)　印刷可スイッチ押下により印刷再開する。

コネクタピン配置

*　各ピンの信号については26ページの説明をご覧ください。
これらのピンの端子はプリンター内部で相互に接続されています。

18

36 19

1
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電気的特性
入力回路 出力回路

信号名 回路形式

DATA 1～8
（セントロ

インタフェース）

DATA･STB

INPUT･PRIME

信号名 回路形式

ACK
FAULT
BUSY
PE

SELECT
DCN

+5V

1kW

LS244相当品�470pF�
�

510W

+5V

1kW

LS14相当品�470pF�
�

510W

LS240相当品�

220pF



31

制御コード一覧
以下の表において「E」と「P」は動作モードを表します。

E：201PLエミュレーションモード
P：ページプリンタ（NPDL）モード

また、「○」と「×」はそれぞれの動作モードでその制御コードを使用できるか（○）使用できないか（×）を示しま
す。
制御コードの詳細については、別売の「日本語ページプリンタ言語NPDL（Level 2）リファレンスマニュアル」をご
覧ください。

テキストモード

コード区分 機　能 制御コード E P

ページ制御コード 改ページ指令 FF ○ ○
未印刷データ排出 ESC a ○ ○
未印刷データ排出 ESC b ○ ○
印刷方向の設定およびホッパ選択 FS f c1 c2 c3. ○ ○
印刷方向の設定および用紙サイズ選択 FS f c1 c2 c3. ○ ○
印刷方向の設定および縮小／拡大モード設定 FS f c1 c2 c3 c4 c5. ○ ○
ページコピー枚数の設定 FS x ○ ○

行桁関連制御コード
　■行桁制御印刷コード ドットスペース（1～8ドットスペース） ESC <n> ○ ○

ドットスペース（9～25ドットスペース） ESC <n> × ○
固定ドットスペース FS w ○ ○
2バイトコード文字の文字幅設定 FS p ○ ○
ドットアドレッシング ESC F ○ ○
半角文字の組文字設定 ESC q ○ ○
縮小文字の組文字印刷指定 FS P ○ ○
縦方向オフセット量の設定 FS t × ○
VFUの設定開始 GS ○ ○
VFUの設定終了 RS ○ ○
簡易VFUの設定 ESC v ○ ○
垂直タブの実行 VT ○ ○
VFUの実行 US ○ ○
水平タブの設定 ESC ( ○ ○
水平タブの実行 HT ○ ○
水平タブの部分クリア ESC ) ○ ○
水平タブの全クリア ESC 2 ○ ○
レフトマージンの設定 ESC L ○ ○
ライトマージンの設定 ESC / ○ ○
1/6インチ改行モードの設定 ESC A ○ ○
1/8インチ改行モードの設定 ESC B ○ ○
N/120インチ改行モードの設定 ESC T ○ ○
印刷位置の復帰 CR ○ ○
改行指令 LF ○ ○
改ページ指令 FF ○ ○
n行改行 US ○ ○
順方向改行モードの設定 ESC f ○ ○
逆方向改行モードの設定 ESC r ○ ○

　■行桁修飾制御コード ライン付加モードの設定 ESC X ○ ○
ライン付加モードの解除 ESC Y ○ ○
アンダライン／オーバラインの指定 ESC ＿ ○ ○
付加ライン線種の設定 FS 04 L ○ ○
網かけ・白黒反転モードの設定 FS n ○ ○
網かけ・白黒反転モードの解除 FS E ○ ○
網かけパターンの登録 FS r × ○

　■ドット列印刷制御コード 8ビットドット列対応グラフィックモードの設定 ESC S ○ ○
16ビットドット列対応グラフィックモードの設定 ESC I ○ ○
24ビットドット列対応グラフィックモードの設定 ESC J ○ ×
8ビットドット列リピート ESC V ○ ×
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テキストモード（続き）

コード区分 機　能 制御コード E P

　■ドット列印刷制御コード 16ビットドット列リピート ESC W ○ ×
　　（続き） 24ビットドット列リピート ESC U ○ ×

40ビットドット列印刷モードの設定 FS b × ○
　■その他 コピーモードの設定 ESC D ○ ○

ネイティブモードの設定 ESC M ○ ○

文字関連制御コード
　■文字セット制御コード 英数モードの設定（7ビットコード） SI ○ ×

カタカナモードの設定（7ビットコード） SO ○ ×
カタカナモードの設定（8ビットコード） ESC $ ○ ○
英数モードの設定（7ビットコード） ESC $ ○ ×
ひらがなモードの設定（8ビットコード） ESC & ○ ○
ひらがなモードの設定（7ビットコード） ESC & ○ ×
CGグラフィックモードの設定（7ビットコード） ESC # ○ ×
外字（24×24ドット）のロード ESC + ○ ×
外字（16×16ドット）のロード ESC ＊ ○ ×
1バイトコード文字のダウンロード ESC l ○ ×
登録文字のクリア ESC l 0 ○ ×
登録文字の印刷 ESC l ＋ ○ ×
プリンタ内蔵文字の印刷 ESC l － ○ ×
1バイトコード文字の登録 FS g R × ○
2バイトコード文字の登録 FS g R2K × ○
1バイトコード登録文字の全クリア FS g AC1. × ○
2バイトコード登録文字の全クリア FS g AC2. × ○
1バイトコード内蔵文字印刷 FS g MI1. × ○
1バイトコード登録文字印刷 FS g MR1. × ○
1バイト文字フォントの選択 FS 06F1 ○ ○
2バイト文字書体の選択 FS 06F2 × ○
2バイト文字指定 ESC O ○ ○

　■文字スタイル制御コード 文字拡大モードの設定（8ビットコード） SO ○ ×
文字拡大モードの解除（8ビットコード） SI ○ ×
文字拡大モードの設定（7ビットコード） DC2 ○ ×
文字拡大モードの解除（7ビットコード） DC4 ○ ×
パイカモードの設定 ESC H ○ ○
エリートモードの設定 ESC E ○ ○
コンデンスモードの設定 ESC Q ○ ○
プロポーショナルモードの設定 ESC P ○ ○
漢字（横書き）モードの設定 ESC K ○ ○
漢字（縦書き）モードの設定 ESC t ○ ○
外字の印刷（横書き） ESC K a1 b1 ○ ○
外字の印刷（縦書き） ESC t a1 b1 ○ ○
半角文字の縦書きモード設定 ESC h1 ○ ○
半角文字の縦書きモード解除 ESC h0 ○ ○
スーパスクリプトモードの設定 ESC s1 ○ ○
サブスクリプトモードの設定 ESC s2 ○ ○
スクリプトモードの解除 ESC s0 ○ ○
文字サイズの設定 FS 04S ○ ○
1バイト文字サイズの設定 FS 07S1 × ○
2バイト文字サイズの設定 FS 07S2 × ○
1バイト文字縦横サイズの設定 FS 12S1 × ○
2バイト文字縦横サイズの設定 FS 12S2 × ○
全角漢字の文字幅設定 FS A ○ ○
（文字幅：3/20インチ、文字サイズ：10.5ポイント）
全角漢字の文字幅設定 FS B ○ ○
（文字幅：1/5インチ、文字サイズ：10.5ポイント）
全角漢字の文字幅設定 FS C ○ ○
（文字幅：1/6インチ、文字サイズ：10.5ポイント）
全角漢字の文字幅設定 FS F ○ ×
（文字幅：1/10インチ、文字サイズ：7ポイント）
全角漢字の文字幅設定 FS G ○ ×
（文字幅：1/6インチ、文字サイズ：12ポイント）
縦横拡大率の指定 ESC e ○ ×
文字の拡大率、縮小率の指定 FS m ○ ○
強調印刷モードの設定 ESC ! ○ ○
強調印刷モードの解除 ESC ” ○ ○
文字修飾の指定／解除 FS c ○ ○
文字明度の指定 FS $ P1. × ○

　■漢字コード表設定 漢字コード表の設定 FS 05 F ○ ○
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テキストモード（続き）

コード区分 機　能 制御コード E P

　■その他 キャラクタリピート ESC R ○ ○

面制御コード 座標指定単位の設定 FS < × ○
描画座標の指定 FS e × ○
座標のコピー FS e × ○
罫線の描画 FS l × ○
領域指定の網かけ FS s × ○
網かけパターンの登録 FS r × ○
領域指定のイメージ印刷 FS i × ○
全点アドレス印刷モードの設定 FS a × ○
全点アドレス印刷モードの解除 FS R × ○
フォーム登録の開始／参照 FS u ○ ○
フォーム登録モードの解除 FS U ○ ○

その他 セレクト状態の設定 DC1 ○ ×
ディセレクト状態の設定 DC3 ○ ×
201PLエミュレーションモードの設定 FS d 160. ○ ○
ページプリンタモードの設定 FS d 240. ○ ○
ソフトウェアリセット ESC c1 ○ ○
パラメータリセット ESC c8 ○ ○
図形モードの設定 FS Y × ○
図形モードの解除 FS Z × ○
描画論理の指定 FS " × ○
クリッピング領域の設定 FS # × ○

図形モード

図形モードに関する制御コードはすべてページプリンタモードの図形モード中で有効です。

コード区分 機　能 制御コード E P

図形の座標系設定 スケーリングポイントの設定 IP × ○
座標系の設定 SC × ○
ウィンドウ領域の指定 IW × ○
回転角の設定 RO × ○
座標系の反転 RC × ○
プリンタ単位の設定 SU × ○

線に関する設定 線種の設定 LT × ○
線幅の設定 LW × ○
線端タイプの設定 LC × ○
線接続タイプの設定 LJ × ○
線タイプの登録 RL × ○
線パターンの選択 LP × ○

塗りつぶしに関する設定 塗りつぶしモードの設定 XX1 × ○
塗りつぶしモードの解除 XX0 × ○
塗りつぶしパターンの選択 PP × ○
塗りつぶしパターンの登録 RP × ○
グレイレベルパターンの設定 SG × ○
描画論理の設定 PM × ○

図形の描画 ペンを上げる PU × ○
ペンを下げる PD × ○
直線の描画（絶対描画モード） PA × ○
直線の描画（相対描画モード） PR × ○
ペンの移動（絶対描画モード） MA × ○
ペンの移動（相対描画モード） MR × ○
自由曲線の移動（絶対描画モード） BA × ○
自由曲線の移動（相対描画モード） BR × ○
扇形の描画（絶対描画モード） FA × ○
扇形の描画（相対描画モード） FR × ○
円の描画 CI × ○
円弧の描画（絶対描画モード） AA × ○
円弧の描画（相対描画モード） AR × ○
円弧の描画（絶対座標） AX × ○
円弧の描画（相対座標） AY × ○
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コマンド 機　　能

ESC C 行単位ページ長設定
ESC C 0 インチ単位ページ長設定
ESC N ミシン目スキップ設定
ESC O ミシン目スキップ解除
ESC Q 右マージン設定
ESC l 左マージン設定
ESC 0 1/8インチ改行量設定
ESC 2 1/6インチ改行量設定
ESC 3 n/180インチ改行量設定
ESC + n/360インチ改行量設定
ESC B 垂直タブ位置設定
ESC D 水平タブ位置設定
CR キャリッジリターン
LF 改行
FF 改ページ
ESC J n/180インチ順方向紙送り
HT 水平タブ
VT 垂直タブ
ESC $ 絶対位置指定
ESC ¥ 相対位置指定
ESC M 12 CPI指定
ESC P 10 CPI指定
ESC g 15 CPI指定
ESC P プロポーショナル指定、解除
ESC R 国際文字選択
ESC S スーパー、サブスクリプト指定
ESC T スーパー、サブスクリプト解除
ESC k 書体選択
ESC % ダウンロード文字セット指定、解除
ESC & ダウンロード文字定義
ESC ： 文字セットコピー
ESC SP 文字間スペース量設定
ESC w 縦倍拡大指定、解除
SI 縮小指定
DC2 縮小解除

図形モード（続き）

コード区分 機　能 制御コード E P

図形の描画（続き） 円弧の描画 AT × ○
楕円の描画 EL × ○
楕円弧の描画 ED × ○
楕円弧の描画（逆方向） EN × ○
枠無し四角形の塗りつぶし（絶対位置指定） RA × ○
枠無し四角形の塗りつぶし（相対位置指定） RR × ○
枠あり四角形の塗りつぶし（絶対位置指定） EA × ○
枠あり四角形の塗りつぶし（相対位置指定） ER × ○
枠無し扇形の塗りつぶし WG × ○
枠あり扇形の塗りつぶし EW × ○
閉領域の塗りつぶし PI × ○
パス構築モードの開始 NP × ○
パスの閉鎖 CP × ○
パス構築モードの終了 EP × ○
ストロークの描画 ST × ○
フィルの描画（非零則） FL × ○
フィルの描画（偶奇則） EF × ○

その他 イニシャライズ IN × ○
初期設定 DF × ○
図形モード設定 FS Y × ○
図形モード解除 FS Z × ○

ESC/Pエミュレーションサポートコマンド

コマンド 機　　能

SC - アンダーライン指定、解除
SO 自動解除付き倍幅拡大指定
DC 4 自動解除付き倍幅拡大解除
ESC W 倍幅拡大指定、解除
ESC E 強調指定
ESC F 強調解除
ESC G 二重印字指定
ESC H 二重印字解除
ESC ! 一括指定
ESC 4 イタリック指定
ESC 5 イタリック解除
ESC q 文字スタイル選択
FS J 縦書き指定
FS K 横書き指定
FS D 半角縦書き２文字指定
FS W ４倍角指定、解除
FS - 漢字アンダーライン指定、解除
FS ! 漢字一括指定
FS & 漢字モード指定
FS . 漢字モード解除
FS SI 半角文字指定
FS DC2 半角文字指定解除
FS r 1/4角文字指定
FS k 漢字書体選択
FS 2 外字定義
FS S 全角文字スペース量設定
FS T 半角文字スペース量設定
ESC ＊ ビットイメージ選択
ESC ＊ ビットイメージリピート
ESC @ 初期化
ESC EM カットシートフィーダ制御
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機能拡張制御コード
別売りの「日本語ページプリンタ言語NPDL（Level2）リファレンスマニュアル」に記載されていない機能を拡張した
制御コードの一覧表を以下に示します。その後にそれぞれの機能を説明しています。

コード区分 機　能 制御コード E P

■漢字コード表設定 漢字コード表の設定 FS 05 F2 ○ ○
■文字スタイル制御コード 1バイト文字サイズの設定 FS 07 S1 × ○

2バイト文字サイズの設定 FS 07 S2 × ○
1バイト文字縦横サイズの設定 FS 12 S1 × ○
2バイト文字縦横サイズの設定 FS 12 S2 × ○
文字明度の指定 FS $ × ○
漢字文字幅2/15インチ、文字サイズ9.5ポイント設定 FS D ○ ×

■ページ制御コード 印刷方向の設定および縮小／拡大モード設定 FS f c1c2c3c4c5. ○ ○
縮小印字での設定 FS 05f ○ ×

■面制御コード フォーム登録の開始／参照 FS u ○ ○
■図形の描画 自由曲線の描画（絶対座標モード） BA × ○

自由曲線の描画（相対座標モード） BR × ○
楕円、楕円弧の描画 EL, ED, EN × ○

■行桁制御印刷コード 2バイトコード文字の文字幅設定 FS p ○ ○
■塗りつぶしに関する設定 グレイレベルパターンの設定 SG × ○
■バーコードの印刷 バーコードの印刷 FS`p1,p2,p3,p4,p5,p6,p7.d1d2d3d4･･･ ○ ○
■カスタマバーコード カスタマバーコードの印刷 FS06F2-n1n2n3を使用 ○ ○
　の印刷
■文字セット制御コード OCR-Bフォントの指定 FS 06 F1 -004 ○ ○
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c1c2 表ドーコ字漢

00 8791SIJ 版年 )8791-6226CSIJ(

10 3891SIJ 版年 )3891-8020XSIJ(

20 0991SIJ 版年 )0991-8020XSIJ(

漢字コード表切り替えのための制御コード

本プリンタは、従来の1978年版のJIS漢字コード表に加えて、1983年版、1990年版の3つの漢字コード表に対応してい
ます。これらをコンピューターから切り替えるために、以下の制御コードを使用します。

漢字コード表の設定 FS 05F
　形　式 FS ０ ５ Ｆ ２ － c1 c2

● c1 c2で漢字コード表を設定します。

● 本プリンタで印刷する文字は、基本的に上記JISに準拠していますが、デザイン処理等の都合により多少字形
が異なるものがあります。

● コンピューターが対応していないコード表を選択した場合には、コンピューターのディスプレイと印刷結果の
文字が異なる場合があります。

　記述例 JIS 1983年版を選択するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h30);CHR$(&h35);CHR$(&h46);
CHR$(&h32);CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h31);

または
LPRINT CHR$(28);"05F2-01";
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文字スタイル制御コード

1バイト文字サイズの設定 FS 07S1
1バイト文字のサイズを0.1ポイント単位で設定します。

　形　式 FS ０ ７ Ｓ １ － c1 c2 c3 c4

● c1 c2 c3 c4で文字サイズを設定します。単位は1/10ポイントです。
● c1 c2 c3 c4の有効範囲は0001～9999です。

　記述例 文字サイズを20ポイントに設定するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h30);CHR$(&h37);CHR$(&h53);CHR$(&h31);
CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h32);CHR$(&h30);CHR$(&h30);

または
LPRINT CHR$(28);"07S1-0200";

2バイト文字サイズの設定 FS 07 S2
2バイト文字のサイズを0.1ポイント単位で設定します。

形　式 FS ０ ７ Ｓ ２ － c1 c2 c3 c4

● c1 c2 c3 c4で文字Xサイズを設定します。単位は1/10ポイントです。
● c1 c2 c3 c4の有効範囲は0001～9999です。

記述例 文字サイズを20ポイントに設定するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h30);CHR$(&h37);CHR$(&h53);CHR$(&h32);
CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h32);CHR$(&h30);CHR$(&h30);

または
LPRINT CHR$(28);"07S2-0200";
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1バイト文字縦横サイズの設定 FS 12S1
1バイト文字のサイズを縦横別々に0.1ポイント単位で設定します。

　形　式 FS １ ２ Ｓ １ － c1 c2 c3 c4 － c5 c6 c7 c8

● c1 c2 c3 c4で文字Xサイズを設定します。単位は1/10ポイントです。
● c5 c6 c7 c8で文字Yサイズを設定します。単位は1/10ポイントです。
● 有効範囲はX、Yともに0001～9999。

　記述例 縦20ポイント、横50ポイントを設定するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h31);CHR$(&h32);CHR$(&h53);CHR$(&h31);
CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h35);CHR$(&h30);CHR$(&h30);
CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h32);CHR$(&h30);CHR$(&h30);

または
LPRINT CHR$(28);"12S1-0500-0200";

2バイト文字縦横サイズの設定 FS 12S2
2バイト文字のサイズを縦横別々に0.1ポイント単位で設定します。

形　式 FS １ ２ Ｓ ２ － c1 c2 c3 c4 － c5 c6 c7 c8

● c1 c2 c3 c4で文字Xサイズを設定します。単位は1/10ポイントです。
● c5 c6 c7 c8で文字Yサイズを設定します。単位は1/10ポイントです。
● 有効範囲はX、Yともに0001～9999。

　記述例 縦20ポイント、横50ポイントを設定するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h31);CHR$(&h32);CHR$(&h53);CHR$(&h32);
CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h35);CHR$(&h30);CHR$(&h30);
CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h32);CHR$(&h30);CHR$(&h30);

または

LPRINT CHR$(28);"12S2-0500-0200";
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文字明度の指定 FS $ P1 .
テキストモードでの文字明度を指定します。

　形　式 FS ＄ P1 ．

● P1でテキストモードでの文字明度を指定します。
● P1の範囲は0～100が有効です。
● P1は0に近いほど黒くなり、100に近いほど白くなります。（P1=0で黒、P1=100で白）
● P1省略時およびP1が100より大きいときは、本コマンドは無効となります。

FS $は形式、パターンの範囲ともに従来と同じですが、従来0～100のパラメータを白または黒のどちらかに解釈し
て印刷していたものが、本プリンターでは中間調に印刷できるようになりました。これにより従来よりも細かい明度表
現が可能となります。

　記述例 テキストモードでの文字明度を50に指定するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h24);"50.";
または
LPRINT CHR$(28);"$50.";

漢字文字幅2／15インチ、文字サイズ9.5ポイント設定 FS D
全角漢字の文字幅を2／15インチ、文字サイズを9.5ポイントに設定します。

　形　式 FS Ｄ

記述例

LPRINT CHR$(&h1C); CHR$(&h44);

または

LPRINT CHR$(28); "D";

チェック�

✔
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ページ制御コード

印刷方向の設定および縮小／拡大モード設定 FS f

プリンターの印刷方向および縮小／拡大モードの設定を行います。

形　式 FS ｆ c1 c2 c3 c4 c5 ．

● c1は印刷方向を設定します。

C1 向方刷印

P トーレトーポ

L プーケスドンラ

● c2 ～c5は用紙方向、ホッパ、用紙サイズ、縮小／拡大モードを設定します。本プリンターではトレー指定、封筒
指定、往復はがき指定、拡大機能が追加されました。パラメータの設定方法に関しては下記の表をご覧くださ
い。

記述例 印刷方向をポートレートで、A4サイズの印刷データをA3用紙に拡大して印刷するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h66);"PA4A3.";
または
LPRINT CHR$(28);"f";"PA4A3.";

追加パラメータ

C2 C3 C4 C5 能　機

M 0 定指ーレト

E N V 4 筒封

U P P C キガハ復往

L P B 4 →票帳 4B

L P A 4 →票帳 4A

U P A 4 4A ×2→ 4A

U P B 5 5B ×2→ 5B

A 3 B 4 3A → 4B

A 3 A 4 3A → 4A

A 4 A 3 4A → 3A

A 4 B 4 4A → 4B

A 4 B 5 4A → 5B

B 4 A 3 4B → 3A

B 4 A 4 4B → 4A

B 4 B 5 4B → 5B

B 5 A 4 5B → 4A

B 5 B 4 5B → 4B
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縮小印字の設定 FS 05f

　形　式 FS ０ ５ ｆ c1 c2 c3 c4

● c1、c2、c3　で縮小率を設定します。
組み合わせは次の中から選択します。

● c4　で縮小基準位置を設定します。
設定は次の通りです。

● すべての文字に対して有効です。

● 行の先頭で指定してください。その行から縮小印字します。

行の途中で指定した場合は、次の行から縮小印字します。

● 縮小印字は受信したデータを2／3または4／5に縮小して印字しますので、例えばA4サイズのデータをA5サ
イズの用紙に、またはB4サイズのデータをA4サイズの用紙に印字したいようなときに役立つ機能です。

● プリンターがサポートしていない縮小率を設定しようとした場合、その命令は無視されます。

● はがきモード中、80桁モード中は本コマンドは無効です。

● 縮小を行うと、改行幅も縮小されます。また文字によっては見づらくなるものがあります。

記述例

縮小率を4／5、左端基準で印字するとき

LPRINT CHR$(&h1C); CHR$(&h30); CHR$(&h35);

CHR$(&h66); "080L"

または

LPRINT CHR$(28); "05f"; "080L"

C1、C2、C3 容内定設

1 0 0 除解字印小縮 ( 寸原 )

0 8 0 5/4 字印小縮

0 6 7 3/2 字印小縮

C4 置位準基小縮

L 準基端左

C 準基央中
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面制御コード

フォーム登録の開始／参照 FS u
フォームデータの登録開始および参照を指示します。

　形　式 FS ｕ c1 ， P1 ， c2 ．

● c1 で登録か参照かを設定します。

● P1でフォーム番号を指定します。省略時は1となります。指定範囲は1～100です。
● c2はc1=1（フォーム登録モード）のときは必ず省略してください。c1=2（フォーム参照モード）のときは、c2で
フォーム参照の継続の有無を設定します。

c1 能　　機

1 ）始開を録登ムーォフ（定設をドーモ録登ムーォフ

2 定設をドーモ照参ムーォフ

c2 能　　機

略省 参（画描をムーォフてし対にジーペるす在存がドーコ御制のこ
。すで効有みのてし対にジーペ現。すまし）照

S ので間るれさ定指が除解、降以ジーペるす在存がドーコ御制のこ
。すまし続継を照参ムーォフ

E 「記上 S 。すまし除解をドーモ照参ムーォフたれさ定設で」

100面までの登録が可能です。実際にはメモリの容量に依存します。また従来フォームに登録できなかった図形モー
ドデータ、領域指定網かけ、全点アドレス印刷データも登録可能になりました。

　記述例 フォーム番号2にフォーム登録を行うとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h75);CHR$(&h31);CHR$(&h2C);"2";CHR$(&h2E);
または

LPRINT CHR$(28);"u1,2.";

チェック�

✔
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図形の描画コード

自由曲線の描画（絶対座標モード） BA
曲線を絶対座標モードで描画します。

　
　形　式 Ｂ Ａ x1 ， y1 ， x2 ， y2 ， x3 ， y3 ．．． ， xn ， yn ；

● 現在の座標を(x0 y0)として(x0, y0)、(x1,
y1)、(x2, y2)、(x3, y3)の4点を制御点とする

(x1, y1)

(x0, y0)

(x2, y2)

(x3, y3)

3次ベジエ曲線を描画します。
● 座標点を続けて記述することにより、複数の3次ベジエ曲線を続けて描画します。2つ目以降の曲線の最初の
制御点は、その前の最後の制御点が用いられます。3つ目の座標に対して一つの曲線を描画するので、座標
の数は必ず3の倍数にしてください。

● 本コマンドにより描画モードは絶対座標モードになります。
● 本コマンドは、パス構築モード中（コマンドNP指定後）でも有効です。
● 描画後、現在位置は最後に描画した曲線の終点に移動します。

　記述例 現在の座標位置から(x1, y1)、(x2, y2)、(x3, y3)を結ぶ曲線を描画するとき

LPRINT CHR$(&h42);CHR$(&h41);"X1, Y1, X2, Y2, X3, Y3;";
または
LPRINT "BA X1, Y1, X2, Y2, X3, Y3";
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自由曲線の描画（相対座標モード） BR

曲線を相対座標モードで描画します。

　
　形　式 Ｂ Ｒ x1 ， y1 ， x2 ， y2 ， x3 ， y3 ．．． ， xn ， yn ；

● 現在の座標を(x0 y0)として(x0, y0)、(x1,
y1)、(x2, y2)、(x3, y3)の4点を制御点とする
3次ベジエ曲線を描画します。

(x1, y1)

(x0, y0)

(x2, y2)

(x3, y3)

● 座標点を続けて記述することにより、複数の3次ベジエ曲線を続けて描画します。2つ目以降の曲線の最初の
制御点は、その前の最後の制御点が用いられます。3つ目の座標に対して一つの曲線を描画するので、座標
の数は必ず3の倍数にしてください。

● 本コマンドにより描画モードは相対座標モードになります。
● 本コマンドは、パス構築モード中（コマンドNP指定後）でも有効です。
● 描画後、現在位置は最後に描画した曲線の終点に移動します。

　記述例 現在の座標位置から(x1, y1)、(x2, y2)、(x3, y3)を結ぶ曲線を描画するとき

LPRINT CHR$(&h42);CHR$(&h52);"X1, Y1, X2, Y2, X3, Y3;";
または
LPRINT "BR X1, Y1, X2, Y2, X3, Y3";

楕円の描画 EL

現在の座標位置を中心に楕円を描画します。従来のELコマンドに加え、楕円の回転を可能にしています。これにより斜楕
円の描画を行えます。

形　式 Ｅ Ｌ r1 ， r2 ， θ ；

● r1は楕円の長軸を、r2は楕円の短軸を示します。
● θは楕円の回転角度を示します。θは省略した場合0°とみなします。
● θ=360以上を指定した場合、360の剩余とみなします。またθは負の値も設定可能です。たとえば-1°は359
°とみなします。

● 回転の方向は反時計回りです。
● r1, r2は線幅の1/2以下でなければなりません。
● r1, r2は下記の値以下でなければなりません。
600dpiで印刷する場合：　32767-600=32167　（約1362mm）
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　記述例 長軸方向1000、短軸方向500の楕円を30°回転させて描画するとき

LPRINT CHR$(&h45);CHR$(&h4C);"1000, 500, 30:";
または
LPRINT "EL1000, 500, 30:";

楕円弧の描画 ED, EN

楕円弧を描きます（直線がはじめに引かれる場合があります）。

　
　形　式 Ｅ Ｄ x1 ， y1 ， x2 ， y2 ， θ1 ， θ2 ， θ3 ；

Ｅ Ｎ x1 ， y1 ， x2 ， y2 ， θ1 ， θ2 ， θ3 ；

● (x1, y1)は楕円の中心座標を示します。
● x2とy2はそれぞれx軸方向、y軸方向の長短軸の半径を示します。
● θ1とθ2はそれぞれ楕円弧の開始角度、終了角度を示します。0～359（度単位）が有効です。
θ2が省略された場合、欠けていない楕円を描画します。θ1は省略できません。

● θ3は楕円弧の回転角度を示します。  θ3で示された角度だけ、楕円そのものと楕円の開始、終了角度が回転
します。θ3が省略された場合、回転なしと解釈されます。

● 楕円の開始角度で示される開始点が現在位置と異なる場合、現在位置から楕円の開始位置まで直線が描画
されます。欠けていない楕円の場合も同様です。

● 楕円描画後の現在位置は楕円弧の終了位置になります。
● EDコマンドの楕円弧の描画方向は、座標系コマンド（RC、RO）の設定に関わらず常に反時計回りになります。
ENコマンドは常に時計回りに描画します。

● 指定角度が360を越えている場合は360で割った余りが使用されます。
● 指定角度に負の数を使用することができます。-1は359とみなします。

　記述例 長中心点（100,100）、軸方向1000、短軸方向500で、開始角度15度、終了角度120度の楕円弧を
反時計方向に30°回転させて描画するとき

LPRINT "ED100,100,1000,500,15,120,30;";

従来は楕円を回転（傾斜）させることができませんでしたが、EL、ED、ENの各コマンドに楕円の角度を指定するパラ
メータが追加され、任意の角度に回転させることができるようになりました。

y

x

y2

x2

終了点�

開始点（円弧描画前の現在位置）�

q2

q1

q3

チェック�

✔
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行桁制御印刷コード

2バイトコード文字の文字幅設定 FS p

2バイトコード文字の文字幅（印刷ピッチ）を設定します。

　形　式 FS ｐ ２ ， p1 ， p2 ．

● p1／p2で文字幅を設定します。
● p1は文字幅の分子、p2は文字幅の分母を表します。
● p2を240に設定したとき、p1は1～240の値が有効となります。
● p2を240以外の値に設定するときは、以下の組み合わせのみが有効です。

p1 p2 幅字文

1 5 5/1 チンイ

1 6 6/1 チンイ

1 01 01/1 チンイ

2 51 51/2 チンイ

3 02 02/3 チンイ

従来このコマンドは表に示す組み合わせにのみ設定可能でしたが、本プリンターでは1/240～240/240の設定が可
能になりました。これにより、より細かな文字幅の設定が行えます。

　記述例 2バイトコード文字の文字幅を1/8インチ（30/240）に設定するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h70);"2,30/240.";
または

LPRINT CHR$(28);"p";"2,30/240.";

チェック�

✔
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塗りつぶしに関する設定

グレイレベルパターンの設定 SG

フィル描画（FL, EL）や閉領域塗りつぶし描画（PI）で使用する塗りつぶしパターンを明度で設定します。

　形　式 Ｓ Ｇ n1 ， n2 ；

● n1, n2は明度を示します。

● n1, n2の設定範囲は0（黒ベタ）から100（白）までです。（初期値は0です）
● n1, n2とも省略すると本コマンド以前の内容が保存されます。
● 本コマンドでの設定は
① 初期化動作（電源ON、リセット動作など）
② イニシャライズコマンド（IN）実行
③ 初期化を伴うコマンド（RC、SU、DF）の実行
④ 塗りつぶしパターン選択（PP）の実行
まで有効です。

● 塗りつぶしパターン選択コマンド（PP）が実行された場合、そのコマンドで指定されたパターンが選択されま
す。

● 線パターンとして黒ベタ以外を設定した場合、一般に線描画で閉領域が構成できないため閉領域塗りつぶし
（PI）の使用は避けること。

● グレイの実現レベルはプリンタ機種ならびに解像度に依存します。
● スクリーン角度は45°です。
● パラメータを省略したとき、いずれか一方でもパラメータを設定範囲外に指定した時は本コマンドは無効です。
● パラメータ値とパターンの関係は以下のとおりです。パターン番号は小数点第1位を四捨五入した値です。

パターン番号 ＝ パラメータ × 63/100

（例）　パラメータで70を指定するとき
70 × 63/100 ＝ 44.1
選択されるパターンはパターン番号44となります。

SGは形式、パラメータの指定範囲ともに従来と同じですが、本プリンターでは64諧調で表現しています。これにより
従来よりも細かな明度表現が可能となります。

　記述例 面分描画での明度を50、線分描画での明度を0（黒）に設定するとき

LPRINT CHR$(&h53);CHR$(&h47);"50,0";
または
LPRINT "SG 50,0";

チェック�

✔

ターメラパ 途用 度明

n1 用使で画描分面 0～ 001

n2 用使で画描分線 0～ 001
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バーコード印刷

　バーコード印刷 FS `p1,p2,p3,p4,p5,p6,p7.d1d2d3d4･･･

　形　式 FS  ` p1 ， p2 ， p3 ， p4 ， p5 ， p6 ， p7 ． d1 d2 d3 d4 ･･･

● p1はバーコードの種類を設定します。

＜201PLエミュレーションモード＞

＜ページプリンタモード＞

p1の指定により、p2～p7 、d1～の値は変化します。

● p2はバーコードに対するHRC（付加文字）の有無およびその位置を指定します。

● p3はバーコードのモジュール幅をドット単位で指定します。

＜201PLエミュレーション＞
指定範囲：2≦p3≦4（160dpi）

＜ページプリンタモード＞
指定範囲：4≦p3≦15（600dpi）

● p4はバーコードのワイド／ナローエレメント比を指定します。

p4＝30のみ有効

● p5はバーコード高さをドット単位で指定します。

＜201PLエミュレーション＞
0≦p5≦999（160dpi）

p5が0の時は、高さを改行ピッチに設定します。したがって、改行ピッチの切り替えコマンドと組み合わせるこ
とにより1/120インチ単位での指定も可能となります。またバーコードの下にHRCがある場合は、実際に改行
する幅はバーコードの高さ＋HRCの高さです。

p1 類種のドーコーバ

0 1 7-WN 定設タクラャキプットス／トータスの

0 2 7-WN

0 3 NAJ

0 4 93EDOC

0 5 5FO2LAIRTSUDNI

0 6 5FO2DEVAELRETNI

p1 類種のドーコーバ

1 7-WN 定設タクラャキプットス／トータスの

2 7-WN

3 NAJ

4 93EDOC

5 5FO2LAIRTSUDNI

6 5FO2DEVAELRETNI

p2 CRH

0 しな字文

1 るけつに下を字文

2 るけつに上を字文



49

＜ページプリンタモード＞
指定範囲：

10≦p5≦2498（600dpi 1ドット＝約0.042ミリ なるべく150～300程度の値でご使用ください）

● p6はデータキャラクタの長さをバイト単位で指定します。

この値は、バーコードの種類ごとに下記のように制限されます。

p1 な効有 p6
1 2

2 0～ 43

3 31 はたま 8

4 0～ 43

5 0～ 43

6 0～ (43 ）みの数偶

● p7はp3、p5の解像度を指定します。
＜201PLエミュレーション＞

省略してください。（160dpi）

＜ページプリンタモード＞

指定：p7＝600（600dpi）

● d1、d2、d3、d4･･･はデータキャラクタまたはスタート／ストップキャラクタ（p1＝1のとき）です。
● グレイの実現レベルはプリンタ機種ならびに解像度に依存します。

バーコードをご使用になる際には次のことにご注意ください。
● 読み取り装置によっては、本プリンタで印刷したバーコードをうまく読み取れない場合があります。ご使用にな

る読み取り装置でバーコードを読み取れることを確認してからご使用ください。
● トナー切れなどにより印刷がかすれたりした場合には、読み取れないことがあります。
● 用紙の拡大／縮小は行わないでください。読み取り装置でバーコードを読み取ることができません。
● トナー節約機能は使用しないでください。読み取り装置でバーコードを読み取れないことがあります。
● p2で指定されるHRCは疑似OCR-Bフォントで印刷されます。ただし、疑似OCR-Bフォントの最小ピッチは10CPI

のため、HRCの幅の方がバーコードより広くなることがあります。また、オートリターン有効時でも、印刷範囲か
ら越えた場合にはデータを読み捨てます（オートリターンしません）。

● バーコードの印刷を行う際には、次のコマンドは無効となります。
■ 縦横拡大指定（FS m）
■ 網かけ、反転（FS n）
■ アンダーライン／オーバーライン（ESC X）
■ 縦方向オフセット（FS t）
■ 横罫線（FS：）
■ 固定ドットスペース（FS w）

　記述例 p1=1、スタートキャラクタを“a”、ストップキャラクタを“b”とするとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h60);"1,,,,,2,.ab";
または
LPRINT CHR$(&h1C);"`1,,,,,2,.ab";

チェック�

✔
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補足

バーコードの種類によって、パラメータの意味が少しずつ異なります。
■ p1＝1のとき（NW-7のスタート／ストップキャラクタを指定します。）
● バーコードの印刷ではなく、バーコードの種別NW-7の仕様に従い、NW-7で付加されるスタート／ストップ
キャラクタの設定を行います。

● スタート／ストップキャラクタとして指定可能な文字は次のとおりです。（初期状態は“a”）
a b c d e n t ＊ A B C D E N T
また、p2～p5およびp7は省略されます。
記述例 スタートキャラクタを“a”、ストップキャラクタを“b”とするとき

LPRINT CHR$(&h1C);"`1,,,,,2,.ab";
■ p1＝2のとき（NW-7）
● p3の値がナローバー、ナロースペースの幅に対応し、p3×p4／10の値がワイドバー、ワイドスペースの幅
に対応します。

● p6＝0のときは、スタート／ストップキャラクタのみ印字します。
● データキャラクタとして指定可能な文字は次のとおりです。
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 － $ . ／ : +

● データの最初と最後にあらかじめ設定されたスタート／ストップキャラクタを自動的に付加して印字します。
■ p1＝3のとき（JAN）
● p3の値が1モジュールの幅に対応し、他の幅のバーおよびスペースはこの整数倍の幅となります。
● p6は13または8とし、13のときはJAN標準のバーコード、8のときはJAN短縮のバーコードを印刷しま
す。

● データキャラクタとして指定可能な文字は次のとおりです。
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

● JAN標準でデータキャラクタの1バイト目（フラグキャラクタ）が規定外のときは、データキャラクタも含め
て読み捨てます。

● レフトガードバー、サイドガードバー、ライトガードバーは自動的に付加します。
■ p1＝4のとき（CODE-39）
● p3の値がナローバー、ナロースペースの幅に対応し、p3×p4／10の値がワイドバー、ワイドスペースの幅
に対応します。

● p6＝0のときは、スタート／ストップキャラクタ（“＊”固定）のみ印字します。
● データキャラクタとして指定可能な文字は次のとおりです。
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 － $ . ／ + % SP（スペース）
A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z

● データの最初と最後にあらかじめ設定されたスタート／ストップキャラクタを自動的に付加して印字します。
■ p1＝5のとき（INDUSTRIAL 2 OF 5）
● p3の値がナローバー、ナロースペースの幅に対応し、p3×p4／10の値がワイドバー、ワイドスペースの幅
に対応します。

● p6＝0のときは、スタート／ストップキャラクタのみ印字します。ただし、HRC付加指定をしても対応する
キャラクタがないため印刷されません。

● データキャラクタとして指定可能な文字は次のとおりです。
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

● データの最初と最後にあらかじめ設定されたスタート／ストップキャラクタを自動的に付加して印字します。
■ p1＝6のとき（INTERLEAVED 2 OF 5）
● p3の値がナローバー、ナロースペースの幅に対応し、p3×p4／10の値がワイドバー、ワイドスペースの幅
に対応します。

● p6＝0のときは、スタート／ストップキャラクタのみ印字します。ただし、HRC付加指定をしても対応する
キャラクタがないため印刷されません。

● データキャラクタとして指定可能な文字は次のとおりです。
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

● 2つのデータキャラクタを1組のバーコードデータとして印刷します。
● データの最初と最後にあらかじめ設定されたスタート／ストップキャラクタを自動的に付加して印字します。
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カスタマバーコードの印刷

　

カスタマバーコード書体の選択

カスタマバーコードはJANコード等のバーコードとは異なり、2バイト文字として印刷を行います。
このため、カスタマバーコードの印刷には、まず2バイト文字書体の選択を行う必要があります。

　　　2バイト文字書体の選択

　形　式 FS 0 6 F 2 - n1 n2 n3

● n1、n2、n3は3桁の文字表現の10進数（‘123’など）であり、書体番号を示します。
　 但し、例外として‘CLR ’（43h 4Ch 52h）のパラメータは指定可能です。
● 初期状態ではプリンターのメニュー機能による設定が有効となります。
● 本制御コードによる書体選択、フォントカード(カードリッジ)選択の制御コードにより他の書体が　　
選択されるまで、現在の書体選択が有効です。

● 初期化処理により書体は初期状態に戻ります。

カスタマバーコードの書体番号を次のように割り当てます。

851：カスタマバーコード書体(回転なし)
852：カスタマバーコード書体(反時計回り90度回転)
853：カスタマバーコード書体(反時計回り180度回転)
854：カスタマバーコード書体(反時計回り270度回転)
CLR：初期状態の書体に戻す。(メニュー設定に従う)

● 2桁目の数字‘5’は文字の太さを指定するパラメータですが、カスタマバーコード書体の場合は意味を持ちま
せん。

● 8から始まる書体番号において上記に合致しない場合は、カスタマバーコード書体への切り替えは行わず読み捨
てます。その際、書体選択の初期化は行いません。（例：850、861、867）

● 書体番号851を選択して縦書きで印刷すると書体番号852の印刷結果と等しくなります。同様に書体番号852
の縦書きは書体番号853、書体番号853の縦書きは書体番号854、書体番号854の縦書きは書体番号851とな
ります。

● 201PLエミュレーションで使用する場合、「2バイト系文字書体の選択コマンド」は従来のサポートされておりま
せんが、カスタマバーコード書体選択時のみ、201PLエミュレーションでも有効となります。カスタマバーコード
以外の書体を選択した場合には、「2バイト系文字書体の選択コマンド」は従来どおり無効コマンドとなります。

バーコードをご使用になる際には次のことにご注意ください。
● トナー切れなどにより印刷がかすれたりした場合には、読み取れないことがあります。
● 用紙の拡大／縮小は行わないでください。読み取り装置でバーコードを読み取ることができません。
● トナー節約機能は使用しないでください。読み取り装置でバーコードを読み取れないことがあります。

チェック�

✔

チェック�

✔
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カスタマバーコードのキャラクタ指定

カスタマバーコードの21種のキャラクタは次の文字コードを割り当てます。

数字(‘0’～‘9’) ：2330h～2339h(数字の‘0’～‘9’)
ハイフン ：215Dh(マイナス記号‘ー’)
英字用制御コード(CC1～CC3) ：2361h～2363h(小文字アルファベットの‘a’～‘c’)
予備用制御コード(CC4～CC8) ：2364h～2368h(小文字アルファベットの‘d’～‘h’)
スタートコード(STC) ：2163h(不等号‘<’)
ストップコード(SPC) ：2164h(不等号‘>’)

上記外の文字コードが指定された場合は全角スペースに置き換えて印刷します。

カスタマバーコードのサイズの指定
郵政省のカスタマバーコードの仕様によると、読み取りのためにはバーコードパターンを文字とみなしたときにその
大きさを8ポイントから11.5ポイントまでの範囲にする必要があります。（この範囲内で任意の値を指定できます）
一方、プリンタはカスタマバーコードといえども文字であるため、NPDL2、201PLそれぞれで定義された文字制御に
関する全ての機能を有効とします。(例えば、上記範囲から外れる文字サイズ指定や不適切な文字ピッチ指定、拡大・
縮小、アンダーライン、文字修飾など)

このため、カスタマバーコードの印刷を行うアプリケーションは適切な印刷結果が得られるように留意してください。
また、プリンター側の機能で縮小や拡大を指定しての印刷においても適切な印刷結果が得られなくなります。

カスタマバーコード(キャラクタ指定とバーの組み合わせ)

カスタマバーコードの体系について
(バーの種類とは、ロングバー：1、セミロングバー(上)：2、セミロングバー(下)：3、タイミングバー：4としたもの。)

�数字(‘0’～‘9’)

キャラクタ�

文字コード�

カスタマー�
バーコード�

バー種類�

0 1 2 3 4

0 (2330h) 1 (2331h) 2 (2332h) 3 (2333h) 4 (2334h)

 1  4   4  1 1  4  1 3 2  3 1  2 1  2   3

キャラクタ�

文字コード�

カスタマー�
バーコード�

バー種類�

5 6 7 8 9

5 (2335h) 6 (2336h) 7 (2337h) 8 (2338h) 9 (2339h)

 1  4   1  3 2   1  2 1 3  2 3   1 4  1   1

ヒント�

✎
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�ハイフン

キャラクタ� ー�

文字コード�

カスタマー�

バーコード�

バー種類�  4 1 4

ー (215Dh)

�英字用制御コード

キャラクタ�

文字コード�

カスタマー�
バーコード�

バー種類�

� CC1 CC2 CC3
�a (2361h) b (2362h) c (2363h)

�3 2 4 3 4  2  2 3 4

�予備用制御コード

キャラクタ�

文字コード�

カスタマー�
バーコード�

バー種類�

CC4 CC5 CC6 CC7 CC8

d (2364h) e (2365h) f (2366h) g (2367h) h (2368h)

 4  3   2  2 4   3  4 2 3  4 4   1 1  1   1

�スタート/ストップコード

キャラクタ�

文字コード�

カスタマー�
バーコード�

バー種類�

スタート� ストップ�

＜ (2163h) ＜ (2164h)

1  3 �3 1
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備考(宛名書きとカスタマバーコードとの関係)

カスタマバーコードは、封書の切手の位置(はがきの料金印刷部分)を右上に位置付けたときに、下図の示すように上か
ら下、左から右の方向へ印刷されます。

宛名が横書きの場合

*郵政省の資料には記載されていない印刷例　

　

東京都港区芝五丁目�

日本電気株式会社�

丸地　雷太様�

1 2 3 4 5 6 7

　

東京都港区芝五丁目�

日本電気株式会社�

丸地　雷太様�

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7

　　　　　　　　

東京都港区芝五丁目�

日本電気株式会社�

丸地　雷太様�

1 2 3 4 5 6 7

　

東京都港区芝五丁目�

日本電気株式会社�

丸地　雷太様�

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7

宛名が縦書きの場合

　

1 2 3 4 5 6 71 2 3 4 5 6 7

東
京
都
港
区
芝
五
丁
目�

日
本
電
気
株
式
会
社�

丸
地
　
雷
太
様� 　

1 2 3 4 5 6 7

�
東
京
都
港
区
芝
五
丁
目�

日
本
電
気
株
式
会
社�

丸
地
　
雷
太
様�

　

1 2 3 4 5 6 7

東
京
都
港
区
芝
五
丁
目�

日
本
電
気
株
式
会
社�

丸
地
　
雷
太
様�

�

カスタマバーコードの仕様と注意点
カスタマバーコードの形状

カスタマバーコードは、上下にバーを延ばしたロングバー、上方向のみにバーを延ばしたセミロングバー(上)、下方向
のみにバーを延ばしたセミロングバー(下)及びタイミングバーの4つの形状のバーを3本組み合わせて1つのキャラク
タを表す4ステイト3バーとします。

ロングバー セミロングバー(上) セミロングバー(下) タイミングバー�
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カスタマバーコードの寸法

aポイント、8、9、10、11.5ポイントの場合、次表のとおりとして(10ポイントの場合、a/10=1)、8≦ a≦11.5の
大きさを許すものとします。

a トンイポ 率比 法寸準基 )mm( 囲範容許 )mm(

さ長ーバグンロ 6 6.3 × 01/a 04.3 × 01/a ～ 06.3 × 01/a

さ長ーバグンミイタ 2 2.1 × 01/a 50.1 × 01/a ～ 53.1 × 01/a

チッピーバ 2 2.1 × 01/a 59.0 × 01/a ～ 03.1 × 01/a

幅ーバ 1 6.0 × 01/a 05.0 × 01/a ～ 07.0 × 01/a

スーペスーバ 1 6.0 × 01/a 54.0 × 01/a ～ 06.0 × 01/a

8≦a≦11.5

8 トンイポ 率比 法寸準基 )mm( 囲範容許 )mm(

さ長ーバグンロ 6 88.2 27.2 ～ 88.2

さ長ーバグンミイタ 2 69.0 48.0 ～ 80.1

チッピーバ 2 69.0 67.0 ～ 40.1

幅ーバ 1 84.0 04.0 ～ 65.0

スーペスーバ 1 84.0 63.0 ～ 84.0

9 トンイポ 率比 法寸準基 )mm( 囲範容許 )mm(

さ長ーバグンロ 6 42.3 60.3 ～ 42.3

さ長ーバグンミイタ 2 80.1 59.0 ～ 22.1

チッピーバ 2 80.1 68.0 ～ 02.1

幅ーバ 1 45.0 54.0 ～ 36.0

スーペスーバ 1 45.0 14.0 ～ 45.0

01 トンイポ 率比 法寸準基 )mm( 囲範容許 )mm(

さ長ーバグンロ 6 06.3 04.3 ～ 06.3

さ長ーバグンミイタ 2 02.1 50.1 ～ 53.1

チッピーバ 2 02.1 59.0 ～ 03.1

幅ーバ 1 06.0 05.0 ～ 07.0

スーペスーバ 1 06.0 54.0 ～ 06.0

5.11 トンイポ 率比 法寸準基 )mm( 囲範容許 )mm(

さ長ーバグンロ 6 41.4 19.3 ～ 41.4

さ長ーバグンミイタ 2 83.1 12.1 ～ 55.1

チッピーバ 2 83.1 90.1 ～ 05.1

幅ーバ 1 96.0 85.0 ～ 18.0

スーペスーバ 1 96.0 25.0 ～ 96.0

(注1)カスタマバーコードは、すべての規定(ロングバーの長さ、タイミングバーの長さ、バーピッチ、バー幅及びバー
スペース)が許容範囲に収まらなければなりません。

(注2)各比率に対して、許容範囲の設定に変更がありますが、これは印刷時のバーの太り等を考慮したものです。
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【例1】カスタマバーコードの寸法(10p相当)

実線で囲まれた範囲は基準寸法示し(数値はゴシック体で表記)、点線で囲まれた範囲は許容範囲を示します。

0.70.7

0.6

0.5

バー幅�

0.95～1.3

1.2
バーピッチ�

0.45

0.6

0.6

バースペース�

3.6
3.4 1.35

1.05

1.2

ロ
ン
グ
バ
ー
の
長
さ�

タ
イ
ミ
ン
グ
バ
ー
の
長
さ�

【例2】ドット割付寸法(参考)

レーザープリンタ等ドットマトリックス形式で印字する場合などは、バーコードの印刷上がりを規定の比率にできるか
ぎり近づけます。この点を考慮して下記にドット構成の参考を記します。

ズイサスクッリトマ 横7 割分
W,B,W,B,W,B,W

縦3 割分
L,M,U

42 × 42 2,4,4,4,4,4,2 8,8,8

03 × 03 3,5,5,5,5,5,2 01,01,01

23 × 23 3,5,6,5,5,5,3 11,01,11

04 × 04 4,6,7,7,7,6,3 31,41,31

06 × 06 5,01,01,01,01,01,5 02,02,02

（B：バー部のドット数、W：空白部のドット数、U：バー上部のドット数、M：タイ
ミングバーのドット数、L：バー下部のドット数)

� この表にないマトリックスサイズ(例：48×48等)のドット振り分けは比例的に準じます。

各マトリックスサイズにおけるドットの割付の実際については、次のページに参考例を挙げます。
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〈参考例1〉40ドット×40ドットの場合

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10�

11�

12�

13�

14�

15�

16�

17�

18�

19�

20�

21�

22�

23�

24�

25�

26�

27�

28�

29�

30�

31�

32�

33�

34�

35�

36�

37�

38�

39�

40

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

〈参考例2〉60ドット×60ドットの場合

1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9�
10�
11�
12�
13�
14�
15�
16�
17�
18�
19�
20�
21�
22�
23�
24�
25�
26�
27�
28�
29�
30�
31�
32�
33�
34�
35�
36�
37�
38�
39�
40�
41�
42�
43�
44�
45�
46�
47�
48�
49�
50�
51�
52�
53�
54�
55�
56�
57�
58�
59�
60

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60
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カスタマバーコードのフォーマット及び桁数

カスタマバーコードのフォーマットは次のとおりとします。ただし、新郵便番号の3桁目と4桁目の間のハイフンおよ
び新郵便番号と住所表示番号を連結するハイフンは省くものとします。また、英字1文字は制御コードと数字コードの
組み合わせにより表現し、バーコード2桁分として扱います。

フォーマット： スターコード＋ 新郵便番号＋ 住所表示番号＋チェックデジット＋ストップコード
バーコード桁数： (1) (7) (13) (1) (1)

住所表示番号が規定のけた数13桁に対して過不足のある場合には、次のように調節します。
13桁を越える場合：
13桁までの住所表示番号をバーコードに変換し、それ以上の情報は含めません。ただし、制御コード＋数字
コードで表される英字の制御コードが13桁目に当たる場合は、この制御コードに該当するバーコードまで含め
るものとします。

13桁に満たない場合：
13桁になるまで制御コードCC4に該当するバーコードで埋めるものとします。

また、チェックデジットは、新郵便番号～住所表示番号に盛り込む情報の各キャラクタをチェック用数字に置き換え、
その合計が19の倍数となるように生成します。
各キャラクタのチェック用数字への置き換えは、次のとおりとします。

タクラャキ用ドーコーバ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 - 1CC 2CC 3CC 4CC 5CC 6CC 7CC 8CC

字数用クッェチ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 01 11 21 31 41 51 61 71 81
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文字セット制御コード

OCR-Bフォントの指定 FS 06F1-004

　形　式 FS ０ ６ Ｆ １ － ０ ０ ４

● 1バイト文字としてOCR-Bフォントを選択します。

疑似OCR-Bフォントについて

本プリンターは疑似OCR-Bフォントを内蔵しており、各種アプリケーションから指定して印刷することができますが、ご使
用にあたっては以下の点にご注意ください。

● OCR-Bフォントは大きさが限定されています。本プリンターの場合10CPI（12ポイント、パイカサイズ）のみでご使用
になれます。それ以外の文字サイズは指定しないでください。また文字の拡大/縮小、ページの拡大/縮小を行うと印
刷できません。

● 疑似OCR-Bフォントの印刷は本プリンターのNPDLモードでのみ可能です。また疑似OCR-Bフォントの指定はアプ
リケーションソフトから行う必要があります。

● Windowsから疑似OCR-Bフォントを使用する場合はいずれかの方法で指定します。

① アプリケーションのフォント選択で「OCR-Bフォント」を選択します。
このとき画面上は他のフォントを使用して表示されます。なお文字のサイズは必ず12ポイントを指定してください。
またボールド、イタリック（斜体）、アンダーラインなどの文字スタイルを設定しないでください。

② アプリケーションのフォント選択の中に「OCR-B」というプリンタフォントがない場合は、本プリンタードライバの
「TrueTypeフォントのプリンターフォントへ置き換え」機能を使用して印刷します（詳細はユーザーズマニュアル
［2/2］参照）。

なお疑似OCR-Bフォントに置き換えるフォントは「Courier New」等の固定ピッチの英文フォントで指定してくだ
さい。また置き換えるフォントによっては文字のピッチがOCR-Bフォントと合わないため、OCR読み取り装置で読
み取れないことがあります。特にプロポーショナルフォントには置き換えないでください。和文フォントは置き換え
るフォントとして指定できますが、実際に置き換えることができるのは半角英数文字だけです。

● OCR-Bフォントは、OCR読み取り装置によっては読み取れない場合があります。事前にご確認ください。

● トナーが少なくなり印字にかすれなどがある場合には、OCR読み取り装置でうまく読み取れない場合があります。

● トナー節約機能は使用しないでください。OCR読み取り装置がうまく読み取れません。
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文字の種類

内蔵文字の種類

表中の「○」と「×」は、各書体においてその文字の種類が内蔵されているか（○）内蔵されていないか（×）を示し
ます。

1バイト系文字

2バイト系文字
JIS X6226-1978準拠*

*JIS X0208-0983, JIS-X0208-1990への切り替え可能

文字間隔

　

文字の種類 　　明朝体　　
アウトライン

ゴシック体 
アウトライン

記号　　　　  　　108種
（スペースを含む） ○ ○

英数字　　　　　　62種 ○ ○

ひらがな　　　　　83種 ○ ○

カタカナ　　　　　86種 ○ ○

ギリシャ文字　　　48種 ○ ○

ロシア文字　　　　66種 ○ ○

半角文字　　　　  212種
（スペースを含む） ○ ○

JIS第1水準漢字　2965種 ○ ○

JIS第2水準漢字　3384種 ○ ○

文字の種類 標準／クーリエ／ゴシック／イタリック

英数字・記号　　 96種
（スペース、0を含む）

○

カタカナ・記号 　63種 ○

ひらがな　　　　 55種 ○

CGグラフィック　56種 ○

各国文字　　　　 15種 ○

*正確には7.2ポイントです。
**正確には10.8ポイントです。

種字文 ズイサ字文 チンイ（隔間字文 )

2 字文系トイバ

7 トンイポ * 01/1

5.01 トンイポ ** 約 66.6/1

21 トンイポ 6/1
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文字構成

1バイト系文字

文字種

ドット構成
(ﾎﾞﾃﾞｨﾌｪｰｽ)
＜縦×横＞
（ドット）

文字寸法(ﾎﾞﾃﾞｨﾌｪｰｽ)
＜縦×横＞(mm)

1バイト系文字

標　準

英数字　　
記号　　　
カタカナ   
ひらがな

パイカ 56×40 3.39×2.54
エリート 45×34 2.82×2.12
コンデンス 32×24 1.98×1.48

プロポーショナル 54×A* 3.39×B*

CGｸﾞﾗﾌｨｯｸ

パイカ 54×40 3.39×2.54
エリート 45×34 2.82×2.12
コンデンス 32×24 1.98×1.48

プロポーショナル 54×40 3.39×2.54

スクリプト

英数字　　
記号　　　
カタカナ　
ひらがな

パイカ 27×40 1.69×2.54
エリート 23×34 1.41×2.12
コンデンス 16×24 0.99×1.48

プロポーショナル 27×A* 1.69×B*

CGｸﾞﾗﾌｨｯｸ

パイカ 27×40 1.69×2.54
エリート 23×34 1.41×2.12
コンデンス 16×24 0.99×1.48

プロポーショナル 27×40 1.69×2.54

文字種

ドット構成
(ﾎﾞﾃﾞｨﾌｪｰｽ)
＜縦×横＞
（ドット）

文字寸法(ﾎﾞﾃﾞｨﾌｪｰｽ)　
＜縦×横＞（mm）

2バイト系文字

7ポイント

全
角

40×40
2.54×2.54

半
角

40×20
2.54×1.27

10.5ポイント

全
角

60×60
3.81×3.81

半
角

60×30
3.81×1.91

12ポイント

全
角

67×67
4.23×4.23

半
角

67×34
4.23×2.12

ドット列印刷 40ドット 67×n 4.23×m

* プロポーショナルの横のサイズは文字ごとに異なります。
A：23～55ドット（600DPI）　B：0.95～2.33mm

2バイト系文字、グラフィック
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テスト印刷のプリント結果
次にステータス印刷のプリント結果例を示します。プリント結果はA4サイズの用紙に印刷したものを縮小しました。

ステータス印刷

ステータス印刷では、オプションの接続やメモリスイッチの状態など、本プリンターの状態が印刷されます。オプショ
ンを接続した後の確認にご使用ください。次に工場設定時のステータス印刷の結果例を示します。（NPDL使用時のも
のですが、一部の設定はESC/Pエミュレーションでも有効です。）
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文字コード表
本プリンターは、1バイト系コードと2バイト系コードを使用することができます。
1バイト系コードは、アメリカ、イギリス、ドイツ、スウェーデン、日本の各国特殊文字が入ったコードにすることが
できます。工場設定は「日本」になっています。
2バイト系コードは、半角文字、JIS第一水準の漢字や記号など、およびJIS第二水準の漢字を印刷するときに使用で
きます。半角文字とは全角（普通の漢字）の半分の横幅の文字で、英字、数字、記号、カナなどがあります。

1バイト系コード表

カタカナモード

ひらがなモード

注 13

注 15

注 17

注 14

注 16

注 13

注 13

注 15

注 17

注 14

注 16

注 13
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全角文字
� このコード表は、JIS 1978年版に準拠しています。（本プリンターでは、制御コードによってコード表をJIS  1983年版およびJIS

1990年版に切り替えることもできます。）ただし、デザイン処理などの都合により、一部字形の異なる文字があります。
� コードは16進で表現されます。例えば、“亜”のコードは3020＋1＝3021となります。
� 2121は漢字文字幅のスペース（SP）です。

国別相違点

注1～12　 各国特殊文字が入ります。
注13 8、9、E、F行はCGグラフィックを表します。
注14 A～D行はひらがなモード（ESC &で指定）の場合はひらがな文字、カタカナモード（ESC Sで指定）の場合はカタカナ文

字になります。
注15 0、1行は制御コードです。
注16 0、1行の空欄は無視されます。2～F行の空欄はスペース（SP）として処理されます。
注17 3行、0列の「0」の印刷字体は「Ø」に変更できます。

2バイト系コード表

半角文字
� コードは16進で表現されます。例えば、“J”のコードは0040＋A＝004Aとなります。
� 0020は漢字文字幅の半分のスペース（SP）です。
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漢字コード表（全角文字）
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漢字コード表（全角文字）（続き）
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漢字コード表（全角文字）（続き）
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漢字コード表（全角文字）（続き）
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漢字コード表（全角文字）（続き）
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PrintAgent通知一覧
PrintAgentのプリンタステータスウィンドウとリモートパネルは、プリンターがローカル接続／サーバ接続されている
かどうかによって利用できる機能や通知できる内容に違いがあります。
ここでは、プリンタステータスウィンドウとリモートパネルの表示を一覧し、その違いを示します。

プリンタステータスウィンドウ

ステータス情報エリア

ビジュアル情報エリア

ドキュメント情報エリア

機種 接続先

ステータスバー

メニュー

ツールバー

ステータスヘルプボタン

プリンタ名

メッセージ

プリンターに付けられた名前を表示します。
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プリンタステータスウィンドウの表示

L/S: ローカル/サーバ接続 〇: 表示/実行可能
LAN:LANボード/LANアダプタ接続 △: 表示/実行一部不可

×: 表示/実行不可
*1 実行可能ですが実行後印刷データが残ったままになることがあります。
*2 表示、音声はプリンタの動作、状態より若干遅れることがあります。
*3 外付けLANアダプタ PR-NP-03TR/03TR2との接続時のみ表示されます。

目項示表 S/L NAL

名タンリプ ○ ○

」トンメュキド「 ーュニメ ○ ○

　 ］止停時一［ ○ ○

　 ］開再刷印［ ○ ○

］止中刷印［　 ○ X*1

］能機トンリプリ［　 ○ ○

」ンョシプオ「 ーュニメ ○ ○

　 ］報情成構のタンリプ［ ○ ○

］式形知通［　 ○ ○

］始開プッアムーォウ［　 ○ ○

を源電［　 NO ］るすに X ○*3

」プルヘ「 ーュニメ ○ ○

　 ］次目［ ○ ○

　 ］報情ンョジーバ［ ○ ○

ーバルーツ ○ ○

　 ］止停時一［ ンタボ ○ ○

　 ］開再刷印［ ンタボ ○ ○

　 ］止中刷印［ ンタボ ○ X*1

　 ］能機トンリプリ［ ンタボ ○ ○

　 ］報情成構のタンリプ［ ンタボ ○ ○

　 ］式形知通［ ンタボ ○ ○

　 ］始開プッアムーォウ［ ンタボ ○ ○

を源電［　 NO ］るすに ンタボ X ○*3

　 ］プルヘ［ ンタボ ○ ○

アリエ報情スターテス ○ ○*2

アリエ報情ルアュジビ ○ △

し出き吹　 ○ ○

ンタボプルヘスターテス　 ○ ○

ンョシーメニア信送ターデ　 ○ ○

ンョシーメニア出排紙用　 ○ ○

ンョシーメニア態状電節　 *3 ○ ○

ジーセッメ声音 ○ ○*2

」報情トンメュキド中刷印「　 ○ ○

」報情トンメュキド中信送「　 ○ ○

」名種機タンリプ「　 ○ ○

」先続接「　 ○ ○
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ステータス情報エリアの表示

L/S: ローカル/サーバ接続 〇: 表示/実行可能
LAN:LANボード/LANアダプタ接続 ×: 表示/実行不可
*1    Windows NTのときのみ通知されます。
*2    Windows 98/95のときのみ通知されます。

スターテス ジーセッメ示表 ジーセッメ声音 S/L NAL

常通 すまきで刷印 たしまし了終を刷印 ○ ○

常通 すで中備準をトンメュキド刷印 －－－－－－－－ ○ ○

常通 すまいてしを刷印 すまし始開を刷印
たしまれさ開再が刷印 ○ ○

知通 すで中除削をトンメュキド刷印 たしまめやり取を刷印 ○ ○

知通 すで中プッアグンミーォウはタンリプ －－－－－－－－ ○ ○

知通 すまいてし刷印でトーポの方一うものタンリプ －－－－－－－－ ○ ○

知通 すで命寿のジッリトーカムラド －－－－－－－－ ○ ○

知通 すで中得取を報情のタンリプ －－－－－－－－ ○ ○

知通 んせまきで得取が報情のタンリプ －－－－－－－－ ○ ○

知通 すで中行実を刷印トステ －－－－－－－－ ○ X

知通 61 すで中行実を刷印プンダ進 －－－－－－－－ ○ X

知通 んせまきで得取は報情のタンリプクーワトッネ －－－－－－－－ ○ ○

知通 んせまきで得取が報情のタンリプクーワトッネ －－－－－－－－ ○ ○

知通 すでーラエ部内の連関クーワトッネ －－－－－－－－ ○ ○

知通 すまいてっなに態状電節はタンリプ －－－－－－－－ ○ ○

ーラエ すで明不が態状のタンリプクーワトッネ 1* －－－－－－－－ ○ ○

ーラエ んせまきで得取が報情のタンリプ 1* －－－－－－－－ ○ ○

ーラエ が源電 FFO んせまいてれさ続接がルブーケか んせまりあが答応のタンリプ ○ ○

ーラエ んせまいてれさ押がチッイス可刷印 せまいてれさ押がチッイス可刷印
ん ○ ○

ーラエ まいてれさトーポサはタンリプるいてれさ続接
んせ

まいてしトーポサはタンリプのこ
んせ ○ ○

ーラエ すで中止停時一を刷印のトンメュキド たしまれさ止停時一が刷印 ○ ○

ーラエ すで中止停時一はタンリプ －－－－－－－－ ○ ○

ーラエ んせまりあが紙用 んせまりあが紙用 ○ ○

ーラエ たしでんせまきで刷印でズイサ紙用いし正 せまきで刷印でズイサ紙用いし正
たしでん ○ ○

ーラエ すでりまづ紙 すでりまづ紙 ○ ○

ーラエ すで命寿のジッリトーカムラド －－－－－－－－ ○ ○

ーラエ すまいてい開がーバカのタンリプ すまいてい開がーバカのタンリプ ○ ○

ーラエ すまいてし足不がリモメのタンリプ たしまし生発が害障でタンリプ ○ ○

ーラエ すで中業作ンイラフオはタンリプクーワトッネ 2* すで中業作ンイラフオ ○ ○

ーラエ んせまきで得取が態状 －－－－－－－－ ○ ○

ーラエ すまいてし生発が害障でタンリプ たしまし生発が害障でタンリプ ○ ○

ーラエ んせまいてっ入がトッセカ紙用 んせまりあが紙用 ○ ○
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リモートパネル

リモートパネルの表示

「プリンタの設定読み込み」ボタン

「プリンタの設定書き込み」ボタン

「初期値を表示」ボタン

「プリンタの変更」ボタン

「ヘルプ」ボタン

ツリービューエリア

接続先

ステータスバー

項目の設定／表示エリア

プリンターに付けられた名前を表示します。
プリンタ名

C/S: クライアント/サーバ接続 〇: 表示/実行可能
ローカル接続: ローカル接続、LANボード/LANアダプタ接続 ×: 実行不可
*　プリンターが複数存在する場合のみ実行可

目�項�示�表� 続�接�ル�カ�ー�ロ� S/C

名�タ�ン�リ�プ� ○� ○�

ー�バ�ル�ー�ツ� ○� ○�

　� ］�み�込�み�読�定�設�の�タ�ン�リ�プ�［� ン�タ�ボ� ○� ○�

　� ］�み�込�き�書�定�設�の�タ�ン�リ�プ�［� ン�タ�ボ� ○� ×�

　� ］�示�表�を�値�期�初�［� ン�タ�ボ� ○� ○�

　� ］�更�変�の�タ�ン�リ�プ�［� ン�タ�ボ� ○* ○*

　� ］�プ�ル�ヘ�［� ン�タ�ボ� ○� ○�

ア�リ�エ�ー�ュ�ビ�ー�リ�ツ� ○� ○�

ア�リ�エ�示�表�／�定�設�目�項� ○� ○�

ー�バ�ス�タ�ー�テ�ス� ○� ○�

先�続�接� ○� ○�
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